
目

次

は
じ
め
に

第
一
章
請
求
権
者
の
範
囲
に
つ
い
て

第

一

節

子

一
婚
外
子

二

連

れ

子

第
二
節
配
偶
者

一
離
婚
配
偶
者

ニ
事
実
婚
配
偶
者

第
三
節
死
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
者

第
四
節
小
括
（
以
上
第
二
十
五
巻
第
三
•
四
号
）

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
9
9
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_
_
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-
9
9
1
9
9
9
9
9
1
!
,
9
1
'
ー

，

I
I
I
J

一
一
論
説
』9

_」

一ー・
一ー
1

第
二
章
請
求
額
の
算
定
を
め
ぐ
る
問
題

第
一
節
請
求
権
の
態
様

第
二
節
算
定
基
準

第
三
節
裁
判
上
の
問
題

一
裁
判
官
の
責
任

二
裁
判
の
予
測
可
能
性

三
当
事
者
の
負
担

第

四

節

小

括

お
わ
り
に
（
以
上
本
号
）

|
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
と
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
|
|
l

相
続
法
に
お
け
る
権
利
の
弾
力
性
に
つ
い
て

青
,,..---..._ 

竹
・完）

一
四
五

美

佳
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定
基
準
、
裁
判
上
の
問
題
の
順
に
検
討
す
る
。

第
二
章

前
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
に
お
け
る
、
請
求
権
者
の
範
囲
の
外
延
に
つ
い
て
考
察
し
た

が
、
本
章
で
は
、
正
当
な
請
求
権
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
、

れ
る
か
、
ま
た
請
求
権
の
態
様
お
よ
び
算
定
方
法
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
裁
判
上
の
問
題
が
生
ず
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を

い
か
な
る
請
求
権
が
、
ど
の
よ
う
な
算
定
方
法
に
基
づ
い
て
付
与
さ

検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
制
度
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

家
族
供
与
制
度
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
と
一
定
の
関
係
に
あ
る
者
は
、
遺
言
あ
る
い
は
無
遺
言
に
関
す
る
法
に
よ
る
規
律
に
よ
っ
て
は

相
当
な
財
産
的
供
与

(
r
e
a
s
o
n
a
b
l
e

financial 
provision)

が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
遺
産
中
よ
り
相
当
額
の
給
付
す
な
わ
ち
家
族
供

(
2
)
 

与
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
家
族
供
与
の
請
求
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
遣
言
に
よ
る
財
産
処
分

(
3
)
 

を
修
正
す
る
の
み
な
ら
ず
無
遺
言
の
場
合
の
法
定
相
続
を
も
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
の
ド
イ
ツ
で
は
、
被

(
4
)
 

相
続
人
か
ら
遣
言
に
よ
り
配
慮
さ
れ
な
か
っ
た
遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留
分
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
留
分
額
は
、
制
定
法
に
よ
っ

て
一
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
法
定
相
続
分
の
半
分
の
価
値
(die
H
a
l
f
t
e
 d
e
s
 W
e
r
t
e
s
 d
e
s
 gesetzlichen Erbteils)
で
あ
る
(
B
O
B
2
3
0
3
)

。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
と
異
な
り
、
遺
留
分
権
が
付
与
さ
れ
る
の
は
、
被
相
続
人
に
よ
る
終
意
処
分
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
場

合
の
み
で
あ
る
。
無
遺
言
の
場
合
の
法
定
相
続
は
、
法
律
上
の
定
め
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(
B
G
B
 1
9
2
4
ー

1
9
3
1
~
木
）
。
し
た
が
っ

(
5
)
 

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
と
は
異
な
り
、
遺
留
分
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
法
定
相
続
分
を
修
正
す
る
余
地
は
な
い
。
以
下
で
は
こ
れ

ら
の
基
本
的
な
制
度
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
両
法
秩
序
に
お
け
る
請
求
額
の
算
定
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
請
求
権
の
態
様
、
算

請
求
額
の
算
定
を
め
ぐ
る
問
題

一
四
六
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

一
九
七
五
年
相
続
（
家
族
お
よ
び
被
扶
養
者
に
対
す
る
供
与
）
法
第
一
条
一
項
に
よ
る
と
、
権
利
者
は
家
族
供
与
を
確
保
す
る
た
め
に

(
6
)
 

裁
判
上
請
求
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
権
利
は
相
続
開
始
に
よ
っ
て
当
然
に
権
利
者
に
帰
属
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
請

求
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
家
族
供
与
の
請
求
権
の
態
様
と
し
て
、
同
法
に
お
い
て
は
三
種
類
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

裁
判
所
は
場
合
に
応
じ
て
、
金
銭
給
付
、
個
々
の
目
的
物
の
給
付
、
信
託
の
設
定
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
金
銭
給
付
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
規
定
に
よ
る
と
定
期
金
ま
た
は
一
時
金
で
あ
る

に
事
情
が
変
更
し
た
場
合
に
は
、
定
期
金
支
払
い
の
命
令
を
裁
判
上
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
六
条
）
。
も
っ
と
も
、
こ
の
可
能

(8) 

性
は
一
時
金
の
支
払
い
の
場
合
に
は
排
除
さ
れ
る
の
で
、
請
求
権
者
は
、
偶
発
的
出
来
事
に
よ
る
危
険
を
負
担
す
る
。

(9) 

次
に
、
裁
判
所
は
、
同
法
二
条
一
項
口
に
よ
っ
て
、
家
屋
の
よ
う
な
個
々
の
目
的
物
の
給
付
を
も
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
措
置

(10) 

は
、
当
該
目
的
物
の
売
却
に
よ
り
財
産
価
値
の
大
部
分
が
無
為
に
帰
す
る
場
合
に
は
、
と
り
わ
け
勧
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
住
居
の
帰
属

を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
生
存
配
偶
者
が
被
相
続
人
と
婚
姻
生
活
を
送
っ
た
場
所
に
継
続
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
裁
判
官
が

(11) 

裁
量
に
よ
り
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
裁
判
所
は
、
請
求
者
の
利
益
の
た
め
に
継
承
的
財
産
設
定

(Settlement)

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

(12) 

い
）
。
例
え
ば
請
求
者
の
た
め
に
信
託
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
請
求
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
な
ど
自
ら
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

(13) 

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
信
託
の
設
定
は
と
り
わ
け
有
意
義
で
あ
る
。

第
一
節

イ
ギ
リ
ス

請
求
権
の
態
様

一
四
七

（
同
法
二
条
一
項
①

（
同
法
二
条
一
項

□

5
)
。
命
令
の
後
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(
B
G
B
 2
3
1
7
 Abs. 1
)

。
遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留
分
を
確
保
す
る
た
め
に
請
求
権
を

(14) 

行
使
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
遺
留
分
請
求
権
は
金
銭
請
求
権
で
あ
り
、
債
務
法
上
の
性
質
を
有
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
法
二
三
0
三

(15) 

条
一
項
二
文
の
「
法
定
相
続
分
の
二
分
の
一
の
価
値
」
と
い
う
表
現
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
原
則
に
は
特
定
の
目
的
物
の

引
渡
し
を
請
求
す
る
場
合
の
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
権
利
者
が
遺
贈
を
引
き
受
け
、
遺
留
分
と
の
差
額
を
請
求
す
る
場
合
で
あ
る
(
B
O
B

(16) 

2
3
0
7
 Abs. l
)

。
し
か
し
遺
留
分
は
金
銭
請
求
権
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
特
定
の
目
的
物
の
請
求
は
、
例
外
的
に
の
み
認
め
ら
れ
る

(17) 

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
婚
姻
住
居
の
所
有
権
を
有
す
る
被
相
続
人
の
住
居
を
、
生
存
配
偶
者
が
継
続
し
て
利
用
す
る
権
利
は
発
生
し
な
い
。

(18) 

た
だ
し
、
賃
借
権
に
つ
い
て
の
み
、
生
存
配
偶
者
に
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
相
続
人
が
遺
留
分
権

利
者
の
主
張
す
る
金
銭
給
付
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
、
相
続
人
の
持
分
を
売
却
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
財
産
的
な
喪
失

(19) 

を
導
く
可
能
性
が
あ
る
。

家
族
供
与
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
当
該
請
求
者
が
遺
言
ま
た
は
法
定
相
続
に
よ
っ
て
「
相
当
な
財
産
的
供
与
」

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
第
一
に
検
討
さ
れ
る
。
「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
評
価
さ
れ
た
者
に
の
み

家
族
供
与
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
。
「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ

た
場
合
に
請
求
を
認
め
る
か
否
か
、

い
か
な
る
態
様
の
、
い
く
ら
の
額
の
請
求
を
認
め
る
か
を
決
定
す
る
際
に
裁
判
官
が
考
慮
す
べ
き
事

由
が
、
指
針

(
g
u
i
d
e
l
i
n
e
)

と
し
て
法
律
上
列
挙
さ
れ
て
い
底
。
さ
ら
に
、
請
求
者
に
よ
っ
て
異
な
る
個
別
的
基
準
が
法
律
上
規
定
さ
れ

イ
ギ
リ
ス

第
二
節
算
定
基
準

遣
留
分
請
求
権
は
、
相
続
開
始
時
に
発
生
す
る

ド
イ
ツ

一
四
八
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相続法における権利の弾力性について (2. 完）（青竹）

て
い
組
。
以
下
で
は
「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
の
概
要
、
裁
判
官
が
考
慮
す
べ
き
事
由
と
し
て
法
律
上
列
挙
さ
れ
て
い
る
指
針

(guideline)
、

請
求
者
に
よ
っ
て
異
な
る
個
別
的
基
準
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

存
m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e」

一
四
九

「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
の
概
要

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
家
族
供
与
に
対
す
る
請
求
権
の
存
否
を
判
断
す
る
基
礎
と
な
り
、
同
時
に
請
求
額
の
算
定
基
準
お
よ
び
請
求
の

態
様
の
決
定
基
準
と
も
な
る
「
相
当
な
財
産
的
供
与
reasonable
financial 
provision
」
の
概
念
は
、
不
明
確
な
法
的
概
念
で
あ
る
。
基

(22) 

準
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
配
偶
者
以
外
が
請
求
権
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
請
求
権
者
の
「
生

の
た
め
に
「
相
当
」
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
（
同
法
一
条
二
項
閲
）
。
こ
の
よ
う
に
柔
軟
性
は
あ
る
が
曖
昧
な
「
相
当

の
文
言
の
解
釈
方
法
に
つ
い
て
は
、
判
例
に
よ
っ
て
様
々
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
生
存

な
財
産
的
供
与
」

m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e
」
と
は
、
請
求
者
が
困
窮
し
な
い
た
め
の
最
低
生
活
水
準
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
請
求
者
お
よ
び
家
族
の
生
活
様
式
、

(23) 

福
利
、
健
康
、
財
政
的
安
定
を
も
含
む
生
活
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
被
扶
養
者
が
生
活
状
況
に
比
し
て
贅
沢
で
も
な
く
、
貧
困
で
も

な
く
、
さ
さ
や
か
で
快
適
に
生
活
で
き
る
の
に
十
応
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
請
求
権
者
の
生
活
様
式
お
よ
び
資
産
状
況
を
考
慮

し
な
く
て
は
な
ら
/
戸
‘
さ
ら
に
「
相
当
」
の
基
準
は
、
死
者
の
意
思
に
も
よ
組
な
ど
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
基
準

は
な
お
不
明
確
で
あ
り
、
具
体
的
事
例
に
お
い
て
本
質
的
に
機
能
す
る
こ
と
は
な
く
、
裁
判
官
自
ら
が
特
定
の
額
の
正
当
性
を
証
明
す
る

(27) 

の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
と
り
わ
け
第
一
審
の
判
断
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
第
二
審
の
判
断
に

お
い
て
生
じ
組
。
も
っ
と
も
、
相
当
な
経
済
的
供
与
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
事
実
を
も
と
に
し
て
客
観
的
に
検
討
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
裁
判
官
に
よ
る
無
制
限
な
判
断
が
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
律
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

裁
判
官
が
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
由
が
指
針

(guideline)

と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
相
続
人
が
不
相
当
で
あ
る
こ

ー

26-3•4-385 (香法 2007)



と
を
意
識
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
相
当
で
あ
っ
た
か
否
か
を
客
観
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ

(29) 

る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
裁
判
官
が
無
制
限
に
検
討
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
価

(30) 

は
行
わ
れ
る
。

値
判
断

(
v
a
l
u
e
j
u
d
g
e
m
e
n
t
)
 

「
相
当
な
経
済
的
供
与
」

の
判
断
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
法
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
点
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
被
相
続
人
の
遺
言
の
自

由
を
尊
重
す
る
こ
と
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
判
例
で
は
以
下
の
基
準
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
「
相
当
で
は
な
い
」
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
が
被
相
続
人
の
立
場
に
あ
っ
た
な
ら
ば
異
な
る
行
動
を
と
っ
て
い
た

(31) 

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
は
十
分
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
、
被
相
続
人
に
よ
る
供
与
が
不
相
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
信
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
被
相
続
人
の
側
に
処
分
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
裁
判
所
の
権
限
は
謙
抑
的
に
行
使
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

(32) 
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
相
続
人
が
選
択
し
た
方
法
が
相
当
で
あ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
請
求
者
が
提
示
し
た
方
法
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
も
、

(33) 

裁
判
官
が
請
求
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
被
相
続
人
は
、
自
身
の
判
断
で
正
当
な
遺
言
を
な
す
こ
と
が
で
き
、
裁
判
官
が
こ
れ
を
自

由
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
被
相
続
人
に
よ
る
遺
言
を
変
更
す
る
た
め
に
は
む
し
ろ
請
求
者
へ
の
供
与
の
相
当
性
に
つ
い
て
理
由

(34) 

が
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
裁
判
官
は
明
確
な
理
由
な
し
に
被
相
続
人
の
処
分
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
、
イ

(35) 

ギ
リ
ス
に
お
け
る
遺
言
の
自
由
の
原
則
が
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
被
相
続
人
が
財
産
を
自
ら
獲
得
し
た
場
合
に
は
と
り
わ
け
妥

(36) 

当
す
る
。

裁
判
官
が
考
慮
す
べ
き
事
由
ー
s.3
(

1

)

 

「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
が
な
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
ま
た
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
請
求
を
認
め
る
か
否
か
、

い
か
な
る
態
様
の
、

2
 

い
く
ら
の
額
の
請
求
を
認
め
る
か
を
決
定
す
る
際
に
裁
判
官
が
考
慮
す
べ
き
事
由
が
、
法
律
上
指
針

(guideline)

一
五
〇
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相続法における権利の弾力性について(2・完）（青竹）

と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
同
法
三
条
一
項
）
。
以
下
で
は
法
律
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
由
と
し
て
、
請
求
者
の
資
産

(financial

resources)

お
よ
び
財
産
的
必
要
性

(financial

n
e
e
d
s
)
 
(
同
項
国
）
、
請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
義
務
お
よ
び
責
任
（
同
項
団
）
、

遺
産
の
額
お
よ
び
性
質
（
同
項

□

）
、
請
求
者
お
よ
び
そ
の
他
の
人
物
の
行
為
態
様
（
同
項
①
）
、
そ
の
他
の
状
況
（
同
項
①
）
を
検
討
す

(37) 

る
こ
と
と
す
る
。

裁
判
官
が
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
由
と
し
て
第
一
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
請
求
者
の
現
在
の
ま
た
は
近
い
将
来
の
資
産

お
よ
び
財
産
的
必
要
性
」

一
五

で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
お
お
よ
そ
請
求
者
の
財
産
的
状
況
を
全
て
判
断
の
対
象
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
判

例
に
よ
る
と
、
請
求
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
財
産
を
得
る
の
に
苦
労
し
た
場
合
に
は
、
多
少
の
貯
蓄
が
あ
る
と
し
て
も
、
被
相
続
人
の
遺

(38) 

産
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
困
窮
し
て
い
る
が
飢
え
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
請
求
者
の
生
活
を
遺
産
に
よ
っ

て
保
護
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
家
族
供
与
の
意
義
は
、
「
パ
ン
の
限
界
を
超
え
る
a
b
o
v
e
the 

(39) 

b
r
e
a
d
l
i
n
e
」
す
な
わ
ち
最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
請
求
者
の
相
当
な
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

請
求
者
自
身
が
現
在
の
状
況
に
ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
。
請
求
者
が
被
相
続
人
の
生
存
時
に
、

(40) 

の
生
活
に
満
足
す
る
態
度
を
示
し
て
い
た
場
合
に
は
、
遺
産
か
ら
の
供
与
は
そ
の
額
を
超
え
な
い
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
う
る
。
例
え
ば
、

芸
術
家
な
ど
の
一
般
的
に
は
僅
か
な
収
入
し
か
見
込
め
な
い
職
業
を
請
求
者
が
自
ら
選
択
し
た
場
合
に
は
、
両
親
の
遺
産
に
対
す
る
請
求

の
額
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
親
が
教
育
の
機
会
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
求
者
が
職
業
を
得
る
た
め

(41) 

の
能
力
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
請
求
者
が
家
族
か
ら
職
業
お
よ
び
財
産
に
関
し
て
相
当
の
利
益
を
得
て
い
た
が
、

(42) 

転
職
を
繰
り
返
し
て
与
え
ら
れ
た
財
産
を
使
途
も
明
ら
か
に
せ
ず
相
当
使
い
果
た
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
請
求
者
の
自
己

請
求
者
の
財
産
的
必
要
性
お
よ
び
資
産
ー
s.
3
(
1
)
(
a
)
 

一
定
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一
九
四
六
年
国
民
健
康
維
持
法
に
よ
り
、
国
の
負
担
で
精
神
病
患
者
の
た
め
の
施
設
に
入
居
し
た
。
被
相
続

人
の
父
は
、
僅
か
な
財
産
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
娘
に
は
遺
贈
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
裁
判
所
は
、
被
相
続
人
の
判
断
の
根
底
に
、
国

が
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
、
被
相
続
人
が
し
な
く
て
も
よ
い
と
の
考
え
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
財
産
処
分
が
不
相
当
で
は
な
い
と
判
断

(45) 

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
国
が
理
由
も
な
く
義
務
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
被
相
続
人
が
裕
福
で

あ
る
場
合
に
は
、
生
存
配
偶
者
が
社
会
保
障
給
付
を
受
け
る
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
そ
の
者
を
完
全
に
相
続
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。

R
e
D
e
b
e
n
h
a
m
で
は
、
数
年
後
に
老
齢
年
金
を
支
給
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
考
慮
し
て
家
族
供
与
を
減
額
す

(46) 

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
公
的
な
社
会
保
障
制
度
と
私
的
な
相
続
制
度
が
相
互
に
補
完
し
合
い
な
が
ら
遺
族
の
生
活
保

障
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
原
則
と
し
て
社
会
保
障
制
度
は
相
続
法
制
度
に
優
先
し
て
機
能
す
る
と
い
う
状
況
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
義
務
と
責
任
1
s
.
3
(
1
)
(
d
)
 

2
 

裁
判
所
が
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
別
の
事
項
と
し
て
「
請
求
者
に
対
し
て
有
す
る
死
者
の
義
務
と
責
任
」
が
法
律
上
規
定
さ
れ
て

(47) 

い
る
。
こ
の
規
定
で
は
、
義
務
と
責
任
の
存
否
を
道
徳
的
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い

で
は
、
被
相
続
人
の
娘
が
、

責
任
の
考
え
が
窺
わ
れ
る
。
他
方
で
、
婚
姻
の
た
め
に
職
業
お
よ
び
良
い
条
件
で
の
年
金
を
放
棄
し
た
こ
と
は
、
請
求
者
に
有
利
に
働
く

(43) 

検
討
素
材
と
な
り
う
る
。

社
会
保
障
給
付
も
、
資
産
の
枠
内
で
考
慮
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
に
よ
る
給
付
は
、
原
則
と
し
て
請
求
額
を
減
少
さ
せ
る
。
た
と
え

ば
R
e
C
a
t
m
u
l
l
の
事
例
で
は
、
被
相
続
人
の
妻
の
受
給
す
る
遺
族
年
金
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
請
求
者
は
、
労
働

者
の
妻
に
と
っ
て
適
切
と
さ
れ
る
給
付
を
国
か
ら
受
給
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
死
亡
し
た
夫
が
、
財
産
を
子
に
分
け
与
え
た
場
合
に

'

（

44) 

も
ー
た
と
え
子
が
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
し
て
も
ー
そ
れ
を
不
相
当
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。

R
e
E

一
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相続法における権利の弾力性について (2. 完）（青竹）

わ
れ
る
義
務
と
責
任
は
、
法
律
上
一
律
に
判
断
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
人
的
関
係
の
態
様
に
よ
り
様
々
に
評
価
さ
れ
る
。
た
と
え

(48) 

ば
、
被
相
続
人
の
生
存
時
に
、
第
三
者
が
請
求
者
の
扶
養
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
被
相
続
人
の
道
徳
的
義
務
は
減
少
し
う
る
。
ま
た
、

婚
姻
が
事
実
上
破
綻
し
て
お
り
、
四
0
年
の
間
、
妻
が
夫
の
但
話
を
一
切
し
な
か
っ
た
事
例
に
お
い
て
は
、
婚
姻
の
破
綻
の
責
任
を
一
方

(49) 

的
に
夫
が
負
う
と
し
て
も
、
夫
の
妻
に
対
す
る
義
務
は
減
少
す
る
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
被
相
続
人
が
子
の
養
育
を
放
棄
し
、

こ
れ
を
他
人
に
委
ね
た
場
合
に
は
道
徳
的
義
務
が
生
じ
う
る
。
例
え
ば

R
e
D
e
b
e
n
h
a
m
で
は
、
被
相
続
人
が
生
存
時
に
請
求
者
（
被
相

続
人
の
娘
）
に
対
す
る
親
と
し
て
の
責
任
を
引
き
受
け
ず
、
遠
方
に
居
住
す
る
請
求
者
の
祖
父
母
に
こ
れ
を
委
ね
て
お
り
、
娘
の
存
在
を

周
囲
に
隠
し
て
い
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
請
求
者
は
既
に
成
年
に
達
し
て
独
立
し
て
い
た
の
で
被
相
続
人
の
法
的
義
務
は
否
定
さ
れ
た
が
、

(50) 

請
求
者
が
、
重
病
に
罹
患
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
被
相
続
人
の
道
徳
的
義
務
が
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
古
い
事
例
で
あ
る
が
、

R
e

J
o
s
l
i
n

で
は
、
被
相
続
人
が
妻
と
の
間
に
は
子
を
残
さ
ず
、
事
実
婚
配
偶
者
と
の
間
に
二
人
の
子
を
残
し
て
い
た
。
こ
の
事
例
で
は
遺
産

は
僅
か
で
あ
り
、
遺
族
全
員
の
扶
養
に
は
足
り
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
二
人
の
子
を
持
つ
母
に
対
し
て
、
よ
り
大
き
な
責
任
を
負
う
と

(51) 

の
判
断
を
示
し
た
。
被
相
続
人
の
義
務
は
ま
た
、
連
れ
子
で
あ
る
請
求
者
が
被
相
続
人
を
死
亡
時
ま
で
世
話
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
発

生
す
る
。
こ
の
場
合
の
請
求
者
の
利
益
は
、
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
—
血
縁
お
よ
び
人
生
の
一
部
を
共
有
し
た
思
い
出
に
よ
り
結
び
つ
い

(52) 

て
い
る
ー
に
対
す
る
責
任
よ
り
高
い
評
価
を
受
け
る
。
人
的
関
係
と
同
時
に
、
経
済
的
関
係
も
評
価
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
請
求
者
が
被
相

(53)

（

54) 

続
人
を
、
会
社
の
設
立
に
際
し
て
手
伝
っ
た
か
否
か
、
被
相
続
人
の
仕
事
の
発
展
に
誰
が
貢
献
し
た
か
も
考
慮
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
判

断
か
ら
は
、
個
別
事
例
の
正
当
性
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
官
の
尽
力
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

①
遺
産
の
額
お
よ
び
性
質
ー
s
.
3
(
1
)
(
e
)

「
遺
産
の
額
お
よ
び
性
質
」
も
、
考
慮
す
べ
き
事
由
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
小
額
の
遺
産
を
司
法
判
断

一
五
三
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の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
の
可
否
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
小
額
の
遺
産
も
多
く
の
者
に
と
っ
て
十
分
な
意
義
を
持
ち
う
る
と
い
う
こ

面

）

（

56
）

と
か
ら
一
部
の
判
例
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
力
裁
判
所
は
一
般
的
に
、
小
額
の
遺
産
の
場
合
に
請
求
を
認
め
な
い
傾
向
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
支
給
さ
れ
る
額
が
少
な
い
場
合
、
と
り
わ
け
訴
訟
費
用
を
遺
産
か
ら
支
出
し
た
後
に
何
も
残
ら
な
い
場
合
に
は
、
請
求
者
の
生
存
保

(57) 

障
に
寄
与
す
る
家
族
供
与
の
目
的
が
到
達
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
一
般
原
則
「
D
e
mini
旦
S

(58) 

n
o
n
 curat lex 
(
法
は
些
事
に
関
せ
ず
）
」
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
特
別
巨
額
な
遣
産
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
請
求
者
の
遺
産
に
対
す
る
要
求
を
全
て
満
た
す
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
請
求
者
の
要
求
を
満
た
せ
る
ほ
ど
遺
産
が
巨
額
で
あ
る
と
い
う
事
実
の
み
で
は
、
給
付
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
は
な
お
、
請
求
者
の
財
産
的
必
要
性
等
の
事
由
に
鑑
み
て
、
供
与
を
命
ず
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ

(59) 

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
巨
額
の
遺
産
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
が
広
く
な
り
、
複
数
の
裁
判
官
が
、
い
ず
れ
も
不
合

(60) 

理
で
は
な
い
が
か
け
離
れ
た
額
を
も
っ
て
相
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

田
請
求
者
お
よ
び
そ
の
他
の
人
物
の
行
為
態
様
ー
s.
3
(
1
)
(
g
)
 

請
求
者
お
よ
び
そ
の
他
の
人
物
の
行
為
態
様
も
検
討
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
事
由
に
鑑
み
て
請
求
を
認
め
る
の
が
妥
当
で

あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
事
由
だ
け
を
根
拠
に
請
求
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
請
求
者
の
財
産
的

(61) 

必
要
性
の
み
で
は
請
求
を
認
め
る
だ
け
の
十
分
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

ま
ず
請
求
者
が
不
利
な
評
価
を
受
け
る
事
由
と
し
て
、
請
求
者
の
非
難
す
べ
き
行
為
態
様
を
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
請
求
者
が
転
職
を

(62) 

繰
り
返
し
、
多
額
の
財
産
を
費
消
す
る
な
ど
し
て
「
放
蕩
a'rolling
stone'J

で
あ
っ
た
こ
と
が
不
利
な
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

R
e

S
n
o
e
k
の
事
例
で
は
、
婚
姻
当
初
は
家
事
労
働
を
忠
実
に
遂
行
し
て
お
り
、
子
の
世
話
も
し
て
い
た
請
求
者
が
、
婚
姻
生
活
の
半
ば
に
は

一
五
四
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だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

一
五
五

し
ば
し
ば
配
偶
者
に
対
し
て
発
作
的
に
暴
行
を
加
え
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
被
相
続
人
に
は
暴
行
を
加
え
た
配

偶
者
に
遺
贈
す
る
動
機
が
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
婚
姻
初
期
の
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、
請
求
者
の
生
活
を
配
慮
す
る
判
断

(63) 

は
可
能
と
さ
れ
た
。

R
e
Morris
で
は
、
請
求
者
が
婚
姻
当
初
か
ら
妻
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
意
思
も
な
く
、
実
際
に
こ
れ
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
請
求
者
に
と
っ
て
不
利
な
評
価
と
な
り
、
被
相
続
人
に
よ
る
妻
へ
の
僅
か
の
遺
贈
が
不
相
当
で
は
な
い
と
の
判
断
が
示
さ

(64) 

れ
た
。
同
事
例
で
は
、
請
求
者
が
「
良
き
愛
す
べ
き
妻
門
g
o
o
d
a
n
d
 
loving 
wife'J

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
主
観
的
な
問
題
が
、

が
被
相
続
人
を
殺
害
し
た
場
合
に
は
、

相
当
な
供
与
の
額
を
決
定
す
る
際
の
基
準
と
な
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
賞
賛
に
値
す
る
行
為
に
対
し
て
遺
贈
を
与
え
る
こ

(65) 

と
は
法
律
の
任
務
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
模
範
的
振
る
舞
い
が
あ
る
場
合
に
も
財
産
的
必
要
性
が
な
け
れ
ば
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
。

(66) 

請
求
者
が
訴
訟
に
お
い
て
虚
偽
の
主
張
を
行
っ
た
場
合
に
は
請
求
者
に
不
利
と
な
る
。
被
相
続
人
に
対
す
る
殺
人
な
ど
の
重
大
な
犯
罪
行

為
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
家
族
供
与
に
つ
い
て
の
法
律
に
は
明
文
の
規
定
が
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
請
求
者

(67) 

一
般
的
な
原
則
ー
い
わ
ゆ
る
測
奪
原
則
forfeiture
rule
ー
が
考
慮
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
他
人
を

殺
害
し
た
者
は
そ
の
結
果
と
し
て
遺
言
お
よ
び
法
定
相
続
に
よ
る
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
供
与
の
請
求
も

な
し
え
な
い
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
犯
罪
者
が
十
分
な
供
与
を
受
け
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
九
七
五
年
相
続
（
家
族
お
よ
び
被
扶

養
者
に
対
す
る
供
与
）
法
第
一
条
に
規
定
す
る
よ
う
な
被
相
続
人
の
遺
言
ま
た
は
法
定
相
続
に
よ
る
効
果
で
は
な
く
、
剥
奪
原
則
の
効
果

一
方
で
は
行
為
者
に
有
利
な
遺
言
が
効
力
を
生
じ
な
い
の
に
、
他
方
で
は
裁
判
所
に
よ
り
行
為
者
に
有
利
に
遺

(68) 

言
を
修
正
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
矛
盾
が
生
じ
る
。
剥
奪
法

(Forfeiture
A
c
t
 1
9
8
2
)

に
よ
り
、
剥
奪
原
則
は
、
故
意
に
よ
る

殺
害
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
法
三
‘
五
知
）
。

次
に
、
被
相
続
人
の
行
為
態
様
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
被
相
続
人
の
行
為
態
様
に
よ
っ
て
請
求
者
の
財
産
的
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
と
、
道
徳
的
な
考
慮
が
問
題
と
な
る
場
合
に
分
か
れ
る
。
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
判
例
で
は
、
被
相
続
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人
が
請
求
者
の
二
三
歳
の
時
か
ら
―
二
年
間
請
求
者
を
拘
束
し
、
経
済
的
に
被
相
続
人
に
依
存
す
る
よ
う
に
言
っ
て
請
求
者
が
有
益
な
職

(70) 

業
に
就
く
機
会
を
妨
げ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
徳
的
な
点
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
が
、
酒
に
酔
っ
て
暴
行

(71)

（

72) 

を
加
え
た
こ
と
、
配
偶
者
を
理
由
も
な
く
四
六
年
間
放
置
し
た
こ
と
、
請
求
者
を
病
的
嫉
妬
心
を
も
っ
て
長
年
に
わ
た
り
つ
き
ま
と
っ
た

(73) 

こ
と
、
当
初
の
約
束
に
反
し
て
婚
姻
後
も
自
身
の
母
の
家
で
同
居
す
る
こ
と
に
固
執
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
婚
姻
が
解
消
す
る
に
至
っ
た
こ

(74) 
と
な
ど
が
請
求
者
に
有
利
な
判
断
を
導
い
て
い
る
。

そ
の
他
、
お
お
よ
そ
裁
判
官
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
す
べ
て
の
事
情
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
っ
と

し
て
、
遺
産
の
由
来
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
例
で
は
、
後
妻
で
あ
る
被
相
続
人
の
遺
産
に
つ
い
て
、
当
該
遺
産
が
被
相
続
人
の
前

れ
る
。

R
e (5) 

そ
の
他
の
状
況
—
s
.
3
(
1
)
(
g
)
 

婚
の
夫
に
由
来
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
彼
の
娘
が
第
一
に
相
続
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
現
夫
で
あ
る
請
求
者
に
対
し
て
否
定
的
な
判

(75) 

断
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
相
続
人
が
妻
以
外
の
者
と
共
同
生
活
を
送
る
間
に
遺
産
が
増
加
し
た
場
合
に
は
、
残
さ
れ
た
妻
の
請
求

(76) 

に
対
し
て
否
定
的
な
判
断
が
示
さ
れ
た
。
反
対
に
、
問
題
と
な
る
遺
産
の
大
部
分
が
、
請
求
者
の
母
か
ら
被
相
続
人
に
与
え
ら
れ
て
い
た

(77) 

こ
と
が
、
請
求
者
に
有
利
に
判
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
相
続
人
が
請
求
者
に
対
し
て
相
当
な
供
与
を
行
わ
な
か
っ
た
経
緯
も
考
慮
さ

Collins
で
は
、
被
相
続
人
は
請
求
者
に
遺
贈
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
が
、
当
該
遺
言
が
形
式
違
背
に
よ
り
無
効
で
あ
っ
た

た
め
に
被
相
続
人
と
近
い
関
係
に
な
い
者
が
法
定
相
続
に
基
づ
い
て
遣
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
被
相
続
人
の
意
図
す
る

(78) 

こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
判
断
が
補
足
的
に
述
べ
ら
れ
た
。
付
言
す
る
と
、
請
求
者
の
肉
体
的
ま
た
は
精
神
的
な
障
害
も
、
裁
判
官
に

(79) 

よ
り
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
病
気
に
よ
り
国
か
ら
生
活
保
護
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る
者
は
、
以
前
は
労
働
に

よ
り
収
入
を
得
て
い
た
と
し
て
も
、
遺
産
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
撃
。

一
五
六
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こ
と
が
で
き
る

趣
旨
は
、

一
五
七

個
別
的
算
定
基
準

（

配

偶

者

生
存
配
偶
者
の
た
め
の
鱒
定
方
法
は
、
他
の
権
利
者
の
た
め
の
算
定
方
法
と
は
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
配
偶
者
以
外
の
場
合
に
は
、

算
定
基
準
と
し
て
、
生
存
の
た
め
に
必
要
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
生
存
配
偶
者
の
場
合
に
は
、
算
定
基
準
は
生
存
の
た

(81) 

め
に
必
要
か
否
か
に
は
依
拠
せ
ず
、
全
て
の
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
相
当
な
財
産
的
供
与
が
算
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
相
当
な
財
産
的
供

与
を
算
定
す
る
際
に
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
離
婚
に
よ
っ
て
婚
姻
が
解
消
し
て
い
た
な
ら
ば
配
偶
者
に
帰
属
し
て

(82) 

い
た
で
あ
ろ
う
供
与
、
す
な
わ
ち
「
架
空
の
離
婚
基
準
the
i
m
a
g
i
n
a
r
y
 
d
i
v
o
r
c
e
 
guideline
」
に
よ
る
供
与
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え

(83) 

こ
こ
で
は
そ
れ
ま
で
の
婚
姻
生
活
水
準
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
算
定
基
準
と
な
る
。
そ
の
他
、
算
定
に
お

い
て
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
請
求
者
の
年
齢
、
婚
姻
の
継
続
期
間
、
被
相
続
人
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
請
求
者
の
寄
与
が
あ
る

(84) 

法
三
条
二
項
）
。
ま
ず
請
求
者
の
年
齢
に
つ
い
て
、
高
齢
で
あ
る
場
合
に
は
供
与
も
よ
り
高
額
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
婚
姻
の
継
続
期
間

(85) 

に
関
し
て
、
夫
婦
が
短
期
間
し
か
同
居
し
て
い
な
い
場
合
に
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
判
例
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
相
続
人
の
家
族

の
生
活
に
対
す
る
請
求
者
の
寄
与
と
し
て
、
家
事
ま
た
は
子
の
養
育
な
ど
に
よ
る
寄
与
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
由
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
配
偶
者
が
他
方
配
偶
者
の
財
産
の
獲
得
に
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
関
与
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
他
方
配
偶
者
に
財
産

(86) 

を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
被
相
続
人
の
離
婚
後
の
元
配
偶
者
お
よ
び
事
実
婚
配
偶
者
は
、
そ
の
者
の
生
存
の
た
め
に
必
要
な
額
だ
け
を
確
保
す
る

（
同
法
一
条
二
項

m)。
つ
ま
り
、
他
の
全
て
の
権
利
者
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
る
。

3
 

（同
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請
求
者
が
子
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
子
が
既
に
享
受
し
て
き
た
教
育
あ
る
い
は
当
該
子
が
期
待
す
べ
き
教
育
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
（
同
法
三
条
三
項
）
。
子
の
場
合
に
は
、
親
の
遺
産
か
ら
養
育
お
よ
び
教
育
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
成
人
し
た
子
も
、
家
族
供
与
の
請
求
に
関
し
て
は
権
利
者
で
あ
る
が
、
立
法
段
階
の
議
論
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子

の
主
体
的
な
精
神
、
独
立
精
神
が
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
て
い
足
。
も
っ
と
も
、
自
身
で
生
計
を
立
て
る
こ
と

の
で
き
る
成
人
し
た
子
の
場
合
に
は
、
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
遺
言
に
よ
る
供
与
が
不
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事

(88) 

由
が
要
求
さ
れ
る
。

一
方
、
成
人
し
た
子
が
重
度
の
病
気
を
患
っ
て
お
り
、
労
働
能
力
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、
成
人
で
あ
る
こ
と
を
理

(89) 

由
に
請
求
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

法
律
上
の
子
で
は
な
い
が
、
被
相
続
人
に
自
身
の
子
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
子
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
以
下
の
点
が
検
討
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
が
ど
の
程
度
、
そ
し
て
な
ぜ
当
該
子
の
生
存
に
対
す
る
責
任
を
引
き
受
け
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
し
て
責
任

(90) 

を
果
た
し
て
き
た
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
検
討
は
、
家
族
供
与
の
請
求
を
な
す
た
め
に
は
被
相

(91) 

続
人
が
無
条
件
に
一
定
の
責
任
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
請
求
を
認

め
る
か
否
か
を
判
断
し
、
ま
た
請
求
額
を
算
定
す
る
た
め
に
裁
判
所
が
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
由
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
、

(92) 

死
者
以
外
の
者
が
請
求
者
の
生
存
を
維
持
す
る
責
任
を
負
う
か
否
か
も
考
慮
さ
れ
る
。

3
 

そ
の
他
の
被
相
続
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
が
請
求
者
に
対
し
て
引
き
受
け
た
責
任
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ

る
。
同
法
三
条
四
項
で
は
「
…
裁
判
官
は
…
死
者
が
請
求
者
の
生
存
に
対
す
る
責
任
を
引
き
受
け
た
程
度
お
よ
び
理
由
、
死
者
が
責
任
を

被
相
続
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
者

子

一
五
八
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相続法における権利の弾力性について (2. 完）（青竹）

g
e
s
e
t
z
l
i
c
h
e
n
 E
r
b
t
e
i
l
s
)
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

ー

に
設
け
ら
れ
て
い
る
基
準
を
み
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

一
五
九

ま
ず
遺
留
分
額
の
一
般
的
算
定
基
準
お
よ
び
例
外
的
に
遺
留
分
が
制
限
さ
れ
る
場
合
を
概
観
し
、
次
に
配
偶
者
、
子
に
関
し
て
個
別
的

一
般
的
算
定
基
準
—
法
定
相
続
分
の
半
分
の
価
値

ド
イ
ツ
の
遣
留
分
制
度
に
お
い
て
、
遺
留
分
額
は
制
定
法
上
一
律
に
「
法
定
相
続
分
の
半
分
の
価
値

(
d
i
e

H
a
l
f
t
e
 
d
e
s
 

W
 
e
r
t
e
s
 
d
e
s
 

(
B
G
B
 2
3
0
3
)

。
し
た
が
っ
て
、
財
産
的
に
独
立
し
、
生
活
を
送
る
上
で
と
く
に
遣
留
分

を
必
要
と
し
な
い
者
も
遺
留
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
利
者
の
財
産
的
必
要
性
等
を
考
慮
し
て
弾
力
的
解
決
を
は
か
る
イ
ギ
リ

ス
の
家
族
供
与
制
度
と
は
こ
の
点
で
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
画
一
的
な
算
定
基
準
に
対
し
て
は
、
以
下
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
遺
留
分
額
に
財
産
的
必
要
性
を
反
映
さ
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
裕
福
な
者
の
遺
留
分
の
請
求
に
よ
り
、
困
窮
し
た
者
の
相
続

(93) 

分
が
下
が
る
が
、
こ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
遺
留
分
義
務
者
が
配
偶
者
で
あ
る
場
合
、
当
該
配
偶
者
が
被
相
続
人
と
協
働
し
て
財

(94) 

産
を
築
い
た
と
き
に
は
、
財
産
の
一
部
を
遺
留
分
と
し
て
裕
福
な
子
に
支
払
う
の
は
、
容
認
し
が
た
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度

に
お
い
て
は
、
遣
留
分
を
保
持
で
き
る
か
否
か
の
ど
ち
ら
か
で
し
か
な
く
、
中
間
的
解
決
が
許
さ
れ
な
い
の
で
、
個
別
の
事
例
の
正
当
性

(95) 

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
事
者
の
法
感
情
に
適
合
し
な
い
。
そ
の
よ
う
な
画
一
的
な
遺
留
分
規
定
に
よ
り
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
る

(96) 

置
―
―
口
の
自
由
が
過
度
の
制
限
を
受
け
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
遺
留
分
の
貰
徹
は
、
企
業
の
存
続
を
危
険
に
晒
す
可
能
性
を
有
す

(97) 

る
と
の
批
判
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
遺
留
分
権
利
者
に
、
企
業
の
持
分
に
よ
り
補
償
し
、
ま
た
は
持
分
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
遺
留
分
権

ド
イ
ツ

履
行
し
た
期
間
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
義
務

利
者
の
支
払
請
求
に
応
じ
る
た
め
に
、
企
業
内
に
紛
争
が
生
じ
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
年
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
画
一
的
な

算
定
基
準
に
よ
る
遺
留
分
制
度
を
見
直
す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
加
。
そ
の
際
、
財
産
的
に
独
立
し
た
卑
属
は
遣
留
分
権
を
保
持
し

(99) 

な
い
と
さ
れ
て
い
た
旧
東
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、
扶
養
必
要
性
へ
の
依
拠
は
、
不
当
な
結
論

を
も
導
き
う
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
配
偶
者
が
被
相
続
人
と
協
働
し
て
財
産
を
築
い
た
場
合
に
は
、
遺
留
分
を

(100) 

請
求
す
る
た
め
に
財
産
的
必
要
性
を
要
求
さ
れ
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
法
律
上
一
律
に
請
求
権
を
定
め
る
ド
イ
ツ
の
遺
留
分

制
度
は
、
家
族
内
で
財
産
に
関
し
て
交
渉
す
る
労
力
を
省
き
、
法
的
紛
争
や
摩
擦
を
回
避
す
る
と
い
う
点
で
は
か
え
っ
て
優
れ
て
い
る
と

(IOl) 

す
る
見
解
も
あ
る
。

遺
留
分
額
は
、

2
 
例
外
規
定

一
律
に
法
定
相
続
分
の
二
分
の
一
の
価
値
で
あ
り
、
権
利
者
の
財
産
的
必
要
性
に
左
右
さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
算
定
基
準
に
は
若
干
の
例
外
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
が
請
求
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
場
合
お
よ
び
請
求
者
に

一
定
の
行
為
態
様
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
例
外
的
に
、
遺
留
分
額
算
定
に
一
定
の
範
囲
で
影
響
を
与
え
、
ま

た
は
遣
留
分
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
例
外
規
定
に
つ
い
て
以
下
で
は
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

被
相
続
人
が
請
求
者
に
何
ら
か
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
個
別
の
事
情
は
、
通
常
は
遺
留
分
額
算
定
に
影
響
を
与
え
な
い

が
、
こ
れ
に
は
民
法
二
三
一
六
条
の
例
外
が
あ
る
。
同
条
に
よ
る
と
、
二
0
五
七

a
条
に
よ
る
清
算
請
求
権
が
あ
る
場
合
に
は
、
遺
留
分

(102) 

額
は
増
加
す
る
。
清
算
請
求
権
は
以
下
の
場
合
に
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
卑
属
に
帰
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
卑
属
の
中
で
あ
る
遺

一
六
〇
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

(a) 
被
相
続
人
に
よ
る
遺
留
分
剥
奪

ま
た
は
仕
事
に
よ
る
収
入
を
放
棄
し
て
被
相
続
人
を
長
期
間
看
護
し
た
場
合
等
で
あ
る

一
六

(
B
G
B
 

留
分
権
利
者
が
、
家
事
、
仕
事
、
商
売
に
お
い
て
被
相
続
人
と
の
協
働
に
よ
り
、
被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
・
増
加
に
貢
献
し
た
場
合
、

(
B
G
B
 ?
3
1
6
,
 

2
0
5
7
 a
 Abs. 1
)

。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
清
算
の
額
は
、
給
付
の
期
間
・
範
囲
お
よ
び
遺
産
価
値
を
考
慮
し
た
上
で
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

(
B
G
B
 2
0
5
7
 a
 Abs. 3
)

。
こ
こ
で
は
、
裁
判
官
の
裁
量
が
例
外
的
に
許
さ
れ
て
お
り
、
規
定
に
基
づ
い
て
一
律
に
算
定
さ
れ
る

(103) 

原
則
的
な
遺
留
分
権
と
の
構
造
的
な
相
違
が
表
れ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
請
求
者
の
行
為
態
様
お
よ
び
裁
判
官
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
全
て
の
状
況
が
検
討
さ
れ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
法
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
行
為
態
様
が
考
慮
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
三
つ
の
事
由
が
限
定
的
に
規
定
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
に
よ
る
遺
留
分
剥
奪
、
他
の
当
事
者
に
よ
る
取
消
し
、
お
よ
び
好
意
的
遺
留
分
の
制
限
で

(104) 

あ
る
。遺

留
分
権
利
者
の
側
に
特
別
重
大
な
一
定
の
行
為
態
様
が
あ
る
場
合
に
、
被
相
続
人
は
遺
留
分
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
3
3
3ー

2
3
3
5
,

2
3
3
6
 Abs. 1
)

。
伽
で
え
ば
、
姑
恥
組
田
結
加

A
に
叶
～
す
る
重
大
な
犯
罪
行
為

(
B
G
B
2
3
3
3
 N
r
.
1
-
3
,
 
2
3
3
4
,
 
2
3
3
5
 N
r
.
1
-
3
)

、
被
相

続
人
の
意
思
に
反
す
る
卑
属
の
不
名
誉
あ
る
い
は
不
道
徳
な
行
状

(
B
G
B
2
3
3
5
 N
r
.
 5
)

が
存
在
す
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
も
っ
と
も
判

(105) 

例
お
よ
び
学
説
に
お
い
て
、
遣
留
分
の
剥
奪
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
限
定
的
に
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
例

(106) 

え
ば
、
遺
留
分
剥
奪
を
認
め
る
た
め
に
は
遺
留
分
権
利
者
の
側
に
重
大
な
過
失
お
よ
び
責
任
能
力
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
解
さ

で
あ
る

(2} 

遺
留
分
権
利
者
の
行
為
態
様
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取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

(107) 

れ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
留
分
剥
奪
根
拠
で
あ
る
卑
属
の
親
に
対
す
る
「
虐
待
」
を
規
定
す
る
民
法
二
三
三
三
条
二
号
を
、
精
神
的
虐
待
の

(108) 

事
例
に
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
民
法
二
三
三
三
条
五
号
に
よ
っ
て
遣
留
分
剥
奪
根
拠
と
な
る
卑
属
の
不
名
誉

(109) 

ま
た
は
不
道
徳
の
行
状
に
い
う
「
行
状
」
は
、
継
続
的
行
為
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

制
限
的
な
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
遺
留
分
剥
奪
規
定
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
同
条
の
類

(

H

O

)

(

I

l

l

)

 

推
適
用
の
可
能
性
を
否
定
し
、
ま
た
一
般
条
項
に
も
反
対
す
る
決
定
を
意
図
的
に
行
い
、
限
定
的
な
規
律
を
選
択
し
た
。
た
と
え
ば
邪
悪

(112) 

な
行
為
態
様
と
い
っ
た
よ
う
な
一
般
条
項
を
設
け
る
こ
と
は
、
多
く
の
検
討
を
要
す
る
こ
と
か
ら
不
適
切
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
民

(113)

（

114) 

法
公
布
時
の
全
ド
イ
ツ
法
秩
序
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
二
三
三
三
条
以
下
も
限
定
列
挙
と
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
に
鑑

(115) 

み
て
、
ま
た
類
推
適
用
は
際
限
の
無
い
遺
留
分
剥
奪
根
拠
の
拡
張
を
導
く
こ
と
か
ら
制
限
的
な
解
釈
論
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
近
年
で
は
同
条
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
遺
留
分
剥
奪
規
定
の
構
成
要
件
は
過
度
に
限
定

(116) 

的
で
あ
り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
、
特
別
事
例
に
お
い
て
制
定
法
の
欠
鋏
を
認
め
な
い
場
合
に
は
正
当
性
と
合
理
性
の
感
情

(117) 

と
矛
盾
す
る
と
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
基
本
法
上
保
障
さ
れ
た
遺
言
の
自
由
と
遺
留
分
権
の
衝
突
を
調
整
す
る
解
釈
論
と
し

て
、
家
族
法
上
の
他
の
諸
規
定
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
被
相
続
人
に
遺
留
分
権
を
全
く
期
待
し
え
な
い
場
合
に
は
、
被
相
続
人
に
遺
留

分
剥
奪
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
憲
法
適
合
的
ー
全
体
的
類
推
解
釈
eine
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
k
o
n
f
o
r
m
e
 G
e
s
a
m
t
a
n
a
l
o
g
i
e
が

(lls) 

提
唱
さ
れ
て
い
る
。

被
相
続
人
か
ら
遺
留
分
を
剥
奪
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
相
続
欠
格
と
な
る
根
拠
が
あ
れ
ば
、
第
三
者
に
お
い
て
遣
留
分
請
求
権
を

(119) 

(
B
G
B
 2
3
4
5
 Abs. 2
,
 
2
3
3
9
 Abs. 1
)

。

(
b
)
 
他
の
当
事
者
に
よ
る
取
消
し

一
六
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

好
意
的
遺
留
分
の
制
限

例
外
的
に
被
相
続
人
は
、
卑
属
で
あ
る
遺
留
分
権
利
者
の
遺
留
分
の
処
分
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
卑
属
で
あ
る
遺

留
分
権
利
者
が
浪
費
癖
を
持
つ
あ
る
い
は
相
当
の
債
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
に
、
被
相
続
人
は
好
意
に
基
づ
い
て
遣
留
分
権
を
制
限
す
る

(
B
G
B
 2
3
3
8
)

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
被
相
続
人
は
卑
属
の
生
存
中
に
遺
留
分
の
管
理
を
遺
言
執
行
者
に
委
ね
、
遺
留
分
権

利
者
に
は
毎
年
生
じ
る
純
益
を
帰
属
さ
せ
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
指
定
さ
れ
た
遺
言
執
行
者
は
、
卑
属

(121) 

の
債
権
者
か
ら
も
遺
留
分
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
制
限
の
も
う
―
つ
の
方
法
と
し
て
同
条
が
挙
げ
る
の
は
、
遺
留
分
権
利
者
を
先
位
相
続

人
に
、
遺
留
分
権
利
者
の
法
定
相
続
人
を
後
位
相
続
人
に
指
定
し
、
後
位
相
続
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
取
引
を
遣
留
分
権
利
者
が
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
被
相
続
人
は
遺
留
分
権
利
者
の
浪
費
に
よ
る
財
産
の
流
出
を
防
ぎ
、
法
定

相
続
人
に
よ
る
財
産
の
承
継
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
好
意
的
遣
留
分
の
制
限
に
は
、
卑
属
の
扶
養
を
保
障
す
る
と
い
う
目
的
と
、

(122) 

遺
留
分
自
体
を
浪
費
や
債
務
か
ら
守
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
。

こ
と
が
で
き
る (

C
)
 

る
場
合
に
し
か
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

一
六

取
消
し
の
根
拠
は
、
被
相
続
人
に
対
す
る
特
に
非
難
す
べ
き
行
為
が
存
在
す
る
場
合
と
、
被
相
続
人
の
遣
言
の
自
由
を
侵
害
し
た
場
合

(120) 

と
が
あ
る
。
前
者
に
該
当
す
る
の
が
、
相
続
人
が
被
相
続
人
を
故
意
か
つ
違
法
に
殺
害
し
、
ま
た
は
殺
害
し
よ
う
と
し
た
場
合
で
あ
り

(
B
G
B
 2
3
3
9
 Abs. 1
 Nr. 1
)

、
後
者
に
該
当
す
る
の
が
、
相
続
人
が
被
相
続
人
の
死
因
処
分
を
故
意
か
つ
違
法
に
妨
害
し
た
り
(
B
G
B
2
3
3
9
 

Abs. 1
 Nr. 2
)

、
詐
欺
ま
た
は
強
迫
に
よ
り
死
因
処
分
に
影
響
を
与
え
た
り

(
B
G
B
2
3
3
9
 Abs. l
 

Nr. 3
)

、
相
続
人
が
被
相
続
人
の
遺
言

を
偽
造
、
変
造
し
た
場
合
な
ど
で
あ
る

(
B
G
B
 2
3
3
9
 Abs. 1
 Nr. 4
)

。
も
っ
と
も
第
三
者
は
遺
留
分
権
利
者
の
離
脱
に
よ
っ
て
利
益
を
得

(
B
G
B
 2
3
4
1
,
 2
3
4
5
 Abs. 2
)

。
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他
方
配
偶
者
に
付
与
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

配
偶
者

一
三
八
一
条
に
基
つ
い
て
清
算

配
偶
者
の
遺
留
分
を
算
定
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
基
礎
に
は
法
定
相
続
分
の
二
分
の
一
の
価
値
と
い
う
準
則
が
あ
る
(
B
O
B
2
3
0
3
 A
b
s
.
 

(
B
O
B
 1
9
3
1
 A
b
s
.
l
)
、
遺
留
分
は
八
分
の
一
と
な
る
。
た
だ
配
偶

2
)

。
生
存
配
偶
者
は
、
卑
属
と
並
ん
で
四
分
の
一
を
相
続
す
る
の
で

者
の
遺
留
分
算
定
に
特
有
で
あ
る
の
は
、
夫
婦
財
産
制
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
事
者
に
よ
る
特
別
の
定
め
が
な
い
場
合
に
妥
当

(123) 

す
る
法
定
夫
婦
財
産
制
で
あ
る
剰
余
共
同
制
に
お
い
て
は
、
剰
余
の
清
算
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
剰
余
共
同
制
に
お
け
る
遺
留
分

額
算
定
の
特
徴
を
理
解
す
る
た
め
に
離
婚
時
に
お
け
る
剰
余
の
清
算
の
原
則
を
概
観
し
た
上
で
遺
留
分
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

E
n
d
v
e
r
m
o
g
e
n
)

と
当
初
の
財
産

(das

A
n
f
a
n
g
s
v
e
r
m
o
g
e
n
)
 

離
婚
の
際
に
は
、
両
配
偶
者
は
婚
姻
時
に
獲
得
し
た
剰
余
を
清
算
す
る
。
剰
余
の
額
は
、

(124) 

の
差
額
で
あ
る
。
清
算
の
義
務
を
負
う
の
は
、
剰
余
共
同
制
の
存
続
中
に

一
方
配
偶
者
の
終
局
財
産

(das

他
方
に
比
べ
て
よ
り
多
額
の
剰
余
を
獲
得
し
た
一
方
配
偶
者
で
あ
る
。
清
算
義
務
者
は
、
自
身
が
獲
得
し
た
超
過
剰
余
の
価
格
の
半
分
を

(
B
O
B
 1
3
7
8
 A
b
s
.
 1
)

。
剰
余
清
算
義
務
は
原
則
と
し
て
金
銭
に
よ
り
履
行
さ
れ
る
が
、

三
八
三
条
に
よ
る
と
、
個
々
の
目
的
物
の
引
渡
し
も
可
能
で
あ
る
。
剰
余
の
額
は
、
一
三
七
一
ニ
ー
一
三
九
0
条
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
相
続
ま
た
は
贈
与
に
よ
り
獲
得
し
た
財
産
は
当
初
の
財
産
に
算
入
さ
れ
る
の
で
、
清
算
に
服
さ
な
い

(
B
G
B
1
3
7
 4
 A
b
s
.
 

2
)

。
ま
た
、
配
偶
者
が
財
産
を
浪
費
し
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
た
額
は
、
終
局
財
産
に
算
入
さ
れ
る

(
B
G
B
 1
3
7
5
 A
b
s
.
 2
 Nr. 2
)

。
婚
姻

共
同
体
が
破
綻
し
て
い
た
な
ど
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
剰
余
の
調
整
が
極
め
て
不
当
で
あ
る
場
合
に
は
、

(125)

（

126) 

を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
条
に
お
い
て
は
全
て
の
諸
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
方
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
夫
婦

財
産
制
が
終
了
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
相
続
分
を
一
律
に
相
続
財
産
の
四
分
の
一
だ
け
高
額
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
剰
余
の
清
算
が
実

こ
と
に
す
る
。

3
 
個
別
的
算
定
基
準

•i 

ー

,~,' 

一
六
四
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者
の
遺
留
分
は
、
配
偶
者
の
原
則
的
相
続
分
（
四
分
の
一
）
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
る

(
B
G
B
 1
9
3
1
 A
b
s
.
 1
)

。
一
六
五

(127) 

(
B
G
B
 1
3
7
1
 A
b
s
.
 1
)

。
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
死
亡
に
よ
る
剰
余
の
清
算
は
、
被
相
続
人
が
実
際
に
剰
余
を
実
現
し
た
か

否
か
、
ま
た
被
相
続
人
が
清
算
義
務
を
負
う
か
否
か
に
は
左
右
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
留
分
の
算
定
は
、

高
額
に
さ
れ
た
相
続
分
を
出
発
点
と
す
る
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
生
存
配
偶
者
が
相
続
人
に
指
定
さ
れ
ず
受
遺
者
で
も
な
い
と
い
う
遺

(128) 

留
分
法
が
想
定
す
る
典
型
的
状
況
で
は
、
配
偶
者
は
B
O
B

―
三
七
三
ー
一
三
八
三
、
一
三
九
0
条
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
剰
余
の
清

(129) 

(
B
G
B
 1
3
7
1
 A
b
s
.
 2
)

。
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
配
偶
者
お
よ
び
他
の
遺
留
分
権
利
者
の
遺
留
分
は
、

一
三
七
一
条
一
項
に
よ
り
一
律
に
四
分
の
一
だ
け
高
額
と
な
っ
た
相
続
分
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
配
偶

一
三
七
一
条
二
項
の
「
こ

(130) 

学
説
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
配
偶
者
は
一
三
七
一
条
二
項
を
基
準
と
し
た
小
額
の
遺
留
分
d
e
r
kleine 
Pflichtteil
に
よ
る
算
定

(131) 

方
法
に
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
（
統
一
理
論
Einheitstheorie)

そ
れ
と
も
一
三
七
一
条
二
項
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
剰
余
の

清
算
請
求
権
を
放
棄
し
、
一
三
七
一
条
一
項
に
よ
り
四
分
の
一
だ
け
高
額
に
な
っ
た
相
続
分
に
基
づ
く
高
額
の
遺
留
分
d
e
r
g
r
o
B
e
 

(132)

（

133) 

Pflichtteil
を
保
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
（
選
択
理
論
W
a
h
l
t
h
e
o
r
i
e
)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
選
択
理
論
は
、

の
場
合
に
お
い
て
」
と
い
う
文
言
を
、
一
三
七
三
ー
一
三
八
三
、

(134) 

る
場
合
の
み
を
指
す
も
の
と
解
釈
す
る
。
選
択
理
論
の
意
義
は
、
主
に
剰
余
が
現
実
に
存
在
し
な
い
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

一
三
九
0
条
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
剰
余
の
清
算
を
実
際
に
請
求
す

ニ
ニ
七
一
条
二
項
に
よ
る
剰
余
の
清
算
請
求
権
を
放
棄
し
て
、
一
三
七
一
条
一
項
に
よ
る
高
額
の
相
続
分
に
基

(135)

（

136) 

づ
い
て
算
定
さ
れ
た
遺
留
分
を
請
求
す
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
選
択
理
論
は
、
文
言
か
ら
導
く
こ
と
の
困
難
、
選
択
権
の
行
使

(137)

（

138)

（

139) 

期
間
が
無
制
限
に
な
る
こ
と
に
よ
る
法
的
不
安
定
の
問
題
な
ど
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
判
例
も
選
択
理
論
に
反
対
す
る
。

一
方
、
通
説

(140) 

の
統
一
理
論
は
、
選
択
理
論
か
ら
生
ず
る
問
題
が
回
避
さ
れ
る
と
と
も
に
、
立
法
者
の
意
思
に
も
適
合
す
る
こ
と
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
配
偶
者
の
遺
留
分
は
一
律
に
八
分
の
一
と
な
る
。
な
お
、
離
婚
配
偶
者
の
場
合
に
は
既
に
離
婚
の
際
に
剰
余
の
清

算
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

現
さ
れ
る

一
律
に
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②

卑

属

算
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら

(
B
G
B
1
3
7
2
)

、
離
婚
後
の
扶
養
請
求
額
の
算
定
に
お
い
て
剰
余
が
さ
ら
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

1
5
8
6
 b
 A
b
s
.
 2
)

。

卑
属
の
遺
留
分
額
を
算
定
す
る
前
提
と
し
て
、
二
三
0
三
条
二
項
に
基
づ
い
て
一
三
七
一
条
を
考
慮
し
た
配
偶
者
の
法
定
相
続
分
を
算

(141) 

定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
相
続
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
な
い
配
偶
者
の
法
定
相
続
分
は
二
分
の
一
で
あ
り

(
B
G
B
1
3
7
1
 

A
b
s
.
1
,
 1
9
3
1
 A
b
s
.
1
)

、
残
余
を
子
が
取
得
す
る
。
子
が
複
数
の
場
合
に
は
こ
れ
を
均
等
に
相
続
す
る

て
例
え
ば
子
が
二
人
の
場
合
に
お
け
る
法
定
相
続
分
は
各
四
分
の
一
、
遣
留
分
は
各
八
分
の
一
と
な
る
。
孫
は
亡
く
な
っ
た
親
に
代
わ
っ

て
取
得
す
る

(
B
O
B
 1
9
2
4
 A
b
s
.
 3
)

。

(
B
G
B
 2
3
1
6
 A
b
s
.
 l
)

。
こ
の
よ
う
に
、
子
の
享

以
上
の
原
則
的
な
卑
属
の
画
一
的
遣
留
分
額
に
対
し
て
、
卑
属
に
つ
い
て
特
別
に
考
慮
さ
れ
る
事
由
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
上
述

の
二

0
五
七

a
条
の
清
算
請
求
権
が
存
在
す
る
場
合
、
好
意
的
遣
留
分
の
制
限
も
卑
属
に
特
有
の
遺
留
分
額
算
定
方
法
で
あ
る
と
い
え
る

炉
、
こ
こ
で
は
、
生
前
に
卑
属
で
あ
る
遺
留
分
権
利
者
が
被
相
続
人
か
ら
利
益
を
得
た
こ
と
、
と
り
わ
け
教
育
を
享
受
し
た
こ
と
が
子
の

遺
留
分
額
算
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
を
み
て
お
く
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
享
受
し
て
き
た
教
育
は
、
こ

れ
を
被
相
続
人
の
死
後
も
維
持
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
家
族
供
与
額
を
増
加
さ
せ
る
根
拠
と
な
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
、
子
が
享
受
し
た

教
育
は
二
三
一
六
条
に
よ
り
遺
留
分
を
減
額
さ
せ
る
事
由
と
な
る
。
同
条
一
項
に
よ
る
と
、
被
相
続
人
の
出
捐
に
よ
り
法
定
相
続
の
清
算

を
要
す
る
場
合
に
は
遺
留
分
額
は
そ
の
影
響
を
受
け
る
。
そ
し
て
清
算
に
関
す
る
二

0
五
0
条
二
項
に
よ
る
と
、
職
業
に
つ
な
が
る
基
礎

的
教
育
や
技
術
の
育
成
の
た
め
の
支
出
は
、
そ
れ
が
被
相
続
人
の
財
産
状
況
を
逸
脱
す
る
場
合
に
限
り
、
清
算
に
服
す
る
。
清
算
義
務
を

考
慮
し
た
上
で
法
定
相
続
分
が
算
定
さ
れ
、
遺
留
分
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る

(
B
O
B
 1
9
2
4
 A
b
s
.
 4
)

。
し
た
が
っ

一
六
六

(
B
O
B
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(143) 

受
し
た
教
育
は
例
外
的
場
合
に
し
か
遺
留
分
額
の
算
定
に
介
入
し
な
い
。
な
お
同
条
に
よ
る
と
、
教
育
以
外
に
例
え
ば
婚
資
な
ど
の
被
相

続
人
の
出
捐
も
、
遺
留
分
を
減
額
す
る
事
由
と
な
る

一
六
七

(
B
G
B
 2
3
1
6
 Abs. 3
,
 
2
0
5
0
 Abs. l
)

。
も
っ
と
も
遺
留
分
権
利
者
の
計
算
上
の
法

定
相
続
分
が
、
清
算
さ
れ
る
べ
き
額
と
同
額
ま
た
は
よ
り
小
額
で
あ
る
場
合
に
は
、
遺
留
分
権
は
生
じ
な
い
が
、
計
算
上
余
計
に
取
得
し

(144) 

た
額
を
返
還
す
る
義
務
も
生
じ
な
い
。
さ
ら
に
、
同
条
の
出
捐
が
同
時
に
贈
与
で
も
あ
る
場
合
に
は
、
遺
留
分
額
算
定
の
基
礎
財
産
に
算

入
さ
れ
る
生
前
贈
与
が
二
三
二
五
条
に
よ
る
と
相
続
開
始
前
一

0
年
の
制
限
に
か
か
る
た
め
に
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

二
三
二
五
条
は
第
三
者
に
対
す
る
贈
与
を
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
三
一
六
条
は
相
続
人
間
の
贈
与
を
規
律
す
る
の
で
、
清
算

(145) 

義
務
を
負
う
贈
与
は
な
お
同
条
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

裁
判
上
の
問
題

イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
法
的
状
況
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
と
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
の
特
徴
に
つ
い

て
、
裁
判
官
の
責
任
、
裁
判
の
予
測
可
能
性
、
当
事
者
の
負
担
と
い
う
三
つ
の
裁
判
上
の
問
題
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

裁
判
官
の
責
任

イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
が
裁
判
上
問
題
に
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
裁
判
官
の
責
任
ま
た
は
裁
量
に
関
し
て

は
、
以
下
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
な
家
族
供
与
請
求
権
の
態
様
お
よ
び
額
が
法
律
上
定
め
ら
れ
て
い

な
い
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
事
実
状
況
を
個
別
的
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
供
与
の
裁
判
で
は
と
り
わ

(146) 

け
重
大
な
任
務
を
負
う
。
裁
判
官
の
任
務
の
重
大
性
は
、
家
族
供
与
の
考
慮
に
よ
り
法
定
相
続
を
修
正
す
る
こ
と
ま
で
も
が
認
め
ら
れ
て

(147) 

い
る
点
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
裁
判
官
に
は
、
生
活
経
験
と
人
知
を
備
え
、
実
際
的
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
が
要
請
さ
れ

第
三
節
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左
。
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
官
に
、
家
族
供
与
の
請
求
態
様
お
よ
び
額
に
つ
い
て
よ
り
広
範
な
裁
量
の
余
地
が
与
え
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、

以
下
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
法
制
度
上
の
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
例
法
主
義
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
裁
判

に
お
い
て
制
定
法
お
よ
び
そ
の
解
釈
は
重
視
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
判
例
お
よ
び
事
例
群
が
優
先
的
に
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
制
度
に

(149) 

お
い
て
は
、
抽
象
的
で
体
系
的
な
議
論
よ
り
も
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
具
体
的
な
議
論
へ
の
志
向
は
、
裁
判
官
の
広

範
な
裁
量
へ
と
つ
な
が
る
。
も
っ
と
も
、
法
律
も
裁
判
に
お
い
て
機
能
し
、
家
族
供
与
制
度
の
基
礎
に
も
法
律
が
存
在
す
る
。

一
九
三
八

年
相
続
（
家
族
供
与
）
法
案
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
で
は
、
以
下
の
意
見
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
の
任
務

(150) 

は
法
の
解
釈
で
あ
り
、
立
法
は
国
民
の
代
表
の
任
務
で
あ
る
。
裁
量
を
認
め
る
こ
と
で
裁
判
官
に
こ
の
任
務
を
転
嫁
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

議
会
は
、
裁
判
所
に
明
確
な
指
針
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実
質
的
に
は
何
も
指
針
を
与
え
ず
に
、
相
続
に
関
す
る
複
雑
な
事
案
を

(151) 

扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
裁
判
所
の
過
重
負
担
は
不
公
平
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
現
実
の
規
定
は
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、

法
律
が
根
底
に
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
制
定
法
と
比
較
し
た
場
合
に
、
例
外
と
し
て
の
み
機
能
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

(152)

（

153) 

そ
こ
で
は
や
は
り
裁
判
官
に
よ
る
法
の
継
続
形
成
が
原
則
と
さ
れ
、
裁
判
官
に
は
制
定
法
を
整
序
す
る
広
い
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
官
は
、
国
民
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
任
命
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
民
主
的
承
認
が
僅
か
し
か
得
ら
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
国
民
は
、
裁
判
官
の
教
養
、
人
格
、
経
験
に
基
づ
く
法
へ
の
服
従
に
特
別
な
儒
頼
を
寄
せ
て
い

(154) 

る
と
い
う
状
況
が
、
裁
判
官
の
広
範
な
裁
量
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
制
定
法
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
の
態
様
お
よ
び
額
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
官
の
裁
量
は
よ

(155)

（

156) 

り
狭
い
。
裁
判
官
に
特
別
な
信
頼
を
寄
せ
る
と
い
う
意
識
は
、
ド
イ
ツ
で
は
存
在
し
な
い
。
規
定
が
明
確
で
あ
る
た
め
、
裁
判
官
が
独
自

の
判
断
を
下
す
必
要
性
は
低
い
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
第
三
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
が
、
立
法
機
関
と
は
隔
絶
さ
れ
て
お
り
、
国
民
か
ら

選
出
さ
れ
た
議
会
の
代
表
者
は
、
間
接
的
に
国
民
が
承
認
す
る
に
過
ぎ
な
い
裁
判
官
に
比
べ
て
、
よ
り
直
接
的
な
承
認
を
受
け
て
い
る
こ

一
六
八
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

一
六
九

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
法
で
は
遺
留
分
の
態
様
お
よ
び
額
に
つ
い
て
裁
判
官
の
裁
量
が
働
く
余
地
は
少
な

(157) 

く
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
場
合
と
比
べ
て
、
裁
判
官
の
責
任
は
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。

裁
判
の
予
測
可
能
性

裁
判
の
予
測
可
能
性
の
問
題
は
、
法
的
安
定
性
ま
た
は
一
般
的
確
実
性
に
通
じ
る
問
題
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
に
関
し
て
は
、

法
律
で
は
不
明
確
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
必
然
的
に
個
別
的
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
の
結

函）

果
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
訴
え
を
提
起
す
る
者
が
危
険
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
に
、
家
族
供
与
の
額
が
第
一
審

(159)

（

160) 

と
第
二
審
で
大
き
く
異
な
る
判
例
が
あ
り
、
特
定
の
額
が
相
当
で
あ
る
こ
と
の
正
当
性
を
証
明
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
一
九
三
八
年
相
続
（
家
族
供
与
）
法
に
関
す
る
立
法
段
階
の
議
論
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
の
裁
量
と
い
う

も
の
は
、
複
数
の
考
え
方
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
事
件
の
判
断
は
、
裁
判
官
が
朝
食
に
何
を
食
べ
た
か
と
い
っ
た
偶
然
の
事
情
に
左
右
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
案
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
何
の
助
力
と
も
な
ら
ず
、
包
括
的
に
裁
判
官
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

ど
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
官
が
先
例
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
点
を
み
る
と
、
先
例
に
よ
る
法
秩
序
の
確
実
性
が
図
ら
れ
る
た
め
、

(162) 

判
例
法
が
法
的
安
定
性
を
有
す
る
と
い
う
面
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
判
例
法
に
関
し
て
は
、
柔
軟
性
と
い
う
特
徴
を
指
摘
す
る
の

(163) 

が
一
般
的
で
あ
る
。
と
り
わ
け
家
族
供
与
の
規
定
の
解
釈
は
、
規
定
が
比
較
的
新
し
く
、
先
例
が
僅
か
し
か
発
生
し
な
い
の
で
結
果
を
予

(164) 

見
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
ま
さ
に
こ
の
家
族
供
与
の
領
域
は
、
先
例
の
形
成
に
は
あ
ま
り
適
し
て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
物
権
法
や
経
済
法
な
ど
の
領
域
に
は
現
れ
な
い
、
高
度
に
人
格
的
な
生
き
方

(die
h
o
c
h
s
t
p
e
r
s
o
n
l
i
c
h
e
 L
e
b
e
n
s
f
i
l
h
r
u
n
g
)
 

(165) 

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
に
お
け
る
遺
産
の
一
定
価
額
の
基
準
は
、
裁
判
結
果
の
予

(166) 

測
を
容
易
に
し
、
そ
れ
ゆ
え
紛
争
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
長
所
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
あ
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(167) 

ら
ゆ
る
面
で
算
定
方
法
の
正
当
性
を
証
明
し
う
る
。
同
様
の
事
例
は
、
異
な
る
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
た
と
し
て
も
、
同
様
に
扱
わ
れ
る
。

当
事
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
自
身
で
遺
留
分
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
被
相
続
人
自
身
が
、

(168) 

個
々
の
家
族
構
成
員
に
対
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
生
活
配
慮
を
行
う
べ
き
か
を
よ
り
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
事
者
の
負
担

イ
ギ
リ
ス
の
柔
軟
な
解
決
法
は
、
ド
イ
ツ
の
型
に
は
ま
っ
た
遺
留
分
法
に
比
べ
て
個
別
事
例
の
具
体
的
妥
当
性
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

(169) 

点
、
当
事
者
の
法
感
情
に
よ
り
適
合
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
か
ら
は
概
ね
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ

ス
の
解
決
法
の
長
所
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
妥
当
性
は
同
時
に
、
当
事
者
の
負
担
を
導
く
こ
と
と
も
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、

(170) 

「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
の
検
討
の
た
め
に
個
別
の
事
例
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
長
期
間
を
要
す
る
法
的
検
討
を
帰
結
す
る
。

ま
た
、
請
求
者
は
、
死
者
か
ら
相
当
な
財
産
的
供
与
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
裁
判
官
を
説
得
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
死
者
お
よ
び
利
害
関
係
人
の
私
的
生
活
が
検
討
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
当
事
者
に
と
っ
て
「
大
き
な
失
望
great

distress
」
と
な
り

う
か
。
判
例
で
は
不
倫
、
別
犀
、
破
壊
さ
れ
て
ゆ
く
関
係
、
子
の
放
置
、
精
神
的
欠
陥
、
病
的
嫉
如
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て

(178) 

い
る
が
、
そ
れ
ら
は
誰
の
責
任
で
家
族
関
係
が
悪
化
し
た
の
か
と
い
う
議
論
に
導
か
れ
う
る
。
こ
の
こ
と
を
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
は
、
「
公

(179) 

衆
の
面
前
に
お
け
る
汚
れ
物
の
洗
濯
D
a
s
W
a
s
c
h
e
n
 s
c
h
m
u
t
z
i
g
e
r
 
W
i
i
s
c
h
e
 
in 
d
e
r
 
Offentlichkeit
」
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ

(180) 

リ
ス
の
解
決
法
は
、
訴
訟
を
増
発
さ
せ
る
と
い
う
欠
点
の
指
摘
が
あ
る
。
訴
訟
の
増
発
を
促
進
す
る
の
が
、
家
族
供
与
の
命
令
の
後
に
事

(181) 

情
が
変
更
し
た
場
合
に
は
、
定
期
金
支
払
い
の
命
令
が
裁
判
上
変
更
さ
れ
う
る
と
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
立
法
段
階
に
、

(182) 

多
数
の
余
計
な
訴
訟
を
生
ぜ
し
め
、
訴
訟
費
用
が
高
額
と
な
る
危
険
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
留
分
の
画
一
性

（殴）

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
訴
訟
の
増
発
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。

一
七
〇
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一
七

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
無
遺
言
の
場
合
の
法
定
相
続
お
よ
び
遺
言
相
続
に
よ
っ
て
相
当
な
財
産
的
供
与
を
受
け
て
い
な
い
者
は
、
裁
判

所
に
家
族
供
与
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
家
族
供
与
制
度
に
お
い
て
は
、
相
続
に
お
け
る
利
害
関
係
人
の
具
体
的
状
況
に
応

じ
た
弾
力
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
供
与
の
態
様
は
、
状
況
に
応
じ
て
金
銭
給
付
、
現
物
給
付
、
信
託
の
設
定
な
ど
、

様
々
な
態
様
で
あ
り
う
る
。
ま
た
、
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
法
定
相
続
ま
た
は
遺
言
相
続
に
よ
っ
て
は
当
該
請
求
者
が
「
相
当
な

財
産
的
供
与
」
を
得
ら
れ
な
い
と
評
価
さ
れ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
請
求
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
請
求
額
は
、

全
状
況
に
鑑
み
て
「
相
当
」
と
算
定
さ
れ
る
額
で
あ
る
。
こ
の
「
相
当
な
財
産
的
供
与
」
を
得
て
い
る
か
否
か
の
判
断
お
よ
び
相
当
な
額

の
算
定
も
ま
た
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
具
体
的
に
妥
当
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
柔
軟
な
基
準
に
依
拠
す
る
。
個
別
の
事
情

に
応
じ
て
妥
当
な
解
決
を
導
く
こ
と
の
で
き
る
弾
力
的
な
イ
ギ
リ
ス
相
続
法
の
制
度
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
何
を
も
っ
て
妥
当
な
解
決
と

判
断
す
る
の
か
と
い
う
点
が
さ
ら
に
問
わ
れ
る
。
判
断
基
準
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
、
請
求
者
の
「
生
存
」
の
た
め
に
「
相
当
な
財
産

的
供
与
」
と
い
う
基
準
、
お
よ
び
裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
指
針
が
参
考
と
な
る
。
ま
ず
、
請
求
者
の
「
生

存
」
の
た
め
に
「
相
当
」
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
、
何
が
生
存
の
た
め
に
相
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
万
人
に
対
し
て

一
様
に
定
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
請
求
者
の
生
活
様
式
お
よ
び
資
産
状
況
に
相
応
し
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
。
判
例
に
よ
る
と
、

そ
こ
で
は
死
者
の
意
思
も
考
慮
さ
れ
る
。
裁
判
所
が
明
確
な
根
拠
も
な
く
被
相
続
人
の
処
分
に
介
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
遺
言
自
由
の
原
則
が
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
基
準
は
不
明
確
で
あ
り
、
客
観
性
を
保
つ
こ
と
も
困
難
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
裁
判
に
お
い
て
同
じ
事
例
に
対
し
て
、
ど
ち
ら
も
不
当
と
は
い
え
な
い
、
か
け
離
れ
た
判
断
が
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

次
に
、
裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
指
針
で
あ
る
が
、
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
請
求
者
お
よ
び
利
害
関
係
人
の
財
産
的
必
要
性
お
よ
び
資
産
、

請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
義
務
、
遺
産
の
額
、
全
利
害
関
係
人
の
行
為
態
様
、
そ
の
他
の
状
況
で
あ
る
。
財
産
的
必
要
性
に
関
し
て

第
四
節

小

括

26-3•4-407 (香法2007)



着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
基
準
は
、
請
求
者
の
最
低
生
活
水
準
の
維
持
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
請
求
者
の
相
当
な
生
活
を
保
障
す

る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
請
求
者
自
身
が
あ
え
て
不
安
定
な
職
業
を
選
択
す
る
な
ど
、

現
在
の
財
産
的
状
況
を
自
身
で
も
た
ら
し
た
場
合
に
は
、
家
族
供
与
の
請
求
に
つ
い
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
相
続
人
側
の

自
己
責
任
の
考
え
が
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
社
会
保
障
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
請
求
額
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る
社
会
保
障
給
付
と
、
個
別
の
事
例
に
応
じ
た
相
当
な
生
活
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

る
相
続
制
度
と
の
協
働
を
見
出
し
う
る
。
指
針
の
も
う
―
つ
で
あ
る
請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
義
務
と
い
う
基
準
は
、
法
律
上
生
じ

る
義
務
の
よ
う
に
一
律
に
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
人
的
関
係
に
応
じ
て
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
道
徳
的
判
断
に
依
拠
し
た
基
準
で

あ
る
。
例
え
ば
、
被
相
続
人
が
請
求
者
の
養
育
を
生
前
に
放
棄
し
て
い
た
こ
と
、
被
相
続
人
が
請
求
者
に
世
話
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

が
、
請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
道
徳
的
な
義
務
を
認
定
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
産
が
小
額
で
あ
り
、
訴
訟
費
用
を
支

出
し
た
後
に
は
何
も
残
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
請
求
者
の
生
存
を
維
持
す
る
と
い
う
相
続
法
の
目
的
が
到
達
さ
れ
え
な
い
場
合
に
は
請
求
を
認

め
な
い
こ
と
で
合
理
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
。
さ
ら
に
利
害
関
係
人
の
行
為
態
様
の
基
準
の
枠
内
で
は
、
請
求
者
の
非
難
す
べ
き
行
為
態

様
が
請
求
に
不
利
な
評
価
と
な
り
う
る
。
判
例
で
は
、
「
放
蕩
」
な
息
子
、
「
良
き
愛
す
べ
き
」
妻
な
ど
の
主
観
的
検
討
と
も
な
り
う
る
基

準
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
で
も
、
裁
判
官
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
全
て
が
検
討
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
、
指
針
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
柔
軟
で
弾
力
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス

の
相
続
法
制
度
の
特
徴
が
よ
り
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
判
例
上
考
慮
さ
れ
る
重
要
な
事
由
と
し
て
、
遺
産
の
由
来
が
あ
る
。
例
え
ば
、
問

題
と
な
る
遺
産
が
、
被
相
続
人
の
前
婚
の
配
偶
者
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
後
婚
の
配
偶
者
の
請
求
に
対
し
て
不
利
な
判
断
要
素

と
な
る
。
そ
の
他
、
請
求
者
が
配
偶
者
の
場
合
に
は
特
に
、
年
齢
、
婚
姻
の
継
続
期
間
、
被
相
続
人
へ
の
寄
与
に
鑑
み
て
、

の
死
亡
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
離
婚
に
よ
っ
て
婚
姻
が
解
消
し
て
い
た
な
ら
ば
配
偶
者
に
帰
属
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
供
与
の
基
準
（
「
架

一
七

一
方
配
偶
者
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

用
局
面
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

空
の
離
婚
基
準
」
）
が
考
慮
さ
れ
る
。
ま
た
請
求
者
が
子
の
場
合
に
は
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
教
育
お
よ
び
養
育
を
確
保
す

る
こ
と
が
基
準
と
な
る
。
成
人
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
子
が
権
利
者
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
立
法
段
階
に
お
い
て
、
子
の
独
立
精
神
が
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
は
、
「
法
定
相
続
分
の
半
分
の
価
値
」
と
い
う
画
一
的
な
基
準
を
出
発
点
と
す
る
。
こ
の
点
で
、

権
利
者
の
財
産
的
必
要
性
等
を
考
慮
し
て
相
当
な
額
を
定
め
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
、
弾
力
的
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ギ
リ

ス
の
家
族
供
与
制
度
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
も
っ
と
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
例
外
的
に
個
別
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
請
求
者
が
被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
、
増
加
に
寄
与
し
た
こ
と
、
請
求
者
に
遣
留
分
剥
奪
事
由
、
遺
留
分
欠
格
事
由
お
よ
び
善
意

に
よ
る
遣
留
分
制
限
の
対
象
と
な
る
事
由
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
剰
余
共
同
制
を
と
っ
て
い
る
配
偶
者
が
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
場

合
に
は
剰
余
の
清
算
が
、
卑
属
が
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
場
合
に
は
教
育
を
享
受
す
る
な
ど
被
相
続
人
の
出
捐
に
よ
り
利
益
を
得
て
い
た

こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
外
規
定
は
、
必
ず
し
も
個
別
の
事
例
に
応
じ
て
柔
軟
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

例
え
ば
、
遺
留
分
剥
奪
事
由
は
、
限
定
列
挙
で
あ
る
と
さ
れ
、
刑
罰
的
な
要
素
も
あ
る
か
ら
類
推
適
用
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
通
説

的
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
具
体
的
妥
当
性
が
図
ら
れ
な
い
と
い
う
不
備
の
補
充
が
、
憲
法
適
合
的
ー
全
体
的
類
推

解
釈
な
ど
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
画
一
的
な
規
定
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
個
別
具
体
的
に
妥
当
な
解
決
が
十
分
に

達
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
立
法
論
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
配
偶
者
の
剰
余
の
清
算
を
め
ぐ
っ
て
は
、
配
偶
者
が
事
情
に
応
じ
て
清

算
を
放
棄
し
て
高
額
の
相
続
分
に
基
づ
い
た
遺
留
分
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
選
択
理
論
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
安
定

性
な
ど
の
点
で
批
判
さ
れ
、
判
例
お
よ
び
通
説
は
統
一
理
論
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
卑
属
が
被
相
続
人
か
ら
主
に
教
育
な
ど
に
お
い

て
利
益
を
得
て
い
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
被
相
続
人
の
財
産
状
況
を
逸
脱
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の
適

一
七
三
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イ
ギ
リ
ス
の
法
制
度
で
は
、
当
事
者
の
様
々
な
事
情
に
応
じ
て
柔
軟
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

を
持
つ
ド
イ
ツ
の
遣
留
分
制
度
と
比
較
し
て
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

遣
留
分
制
度
が
批
判
に
晒
さ
れ
、
再
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
に
も
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
柔
軟
性
を
有
す
る
制
度
は
同
時

に
、
明
確
な
基
準
が
な
い
ゆ
え
に
裁
判
官
に
と
っ
て
過
重
な
負
担
と
な
り
、

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
結
果
の
予
測
が
つ
き
に
く
く
、
法
的
安
定
性
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
裁
判
で
は
個
別
の
事
情
を
考
慮
す
る
た
め
に

私
的
な
生
活
に
ま
で
立
ち
入
り
、
長
期
間
を
要
す
る
検
討
が
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
裁
判
上
の
多
数
の
問
題
を
乃
子
ん
で
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
裁
判
上
の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
あ
え
て
画
一
的
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
解
釈
論
に
お
い
て

函）

も
個
別
具
体
的
に
妥
当
な
解
決
よ
り
も
法
的
安
定
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

家
事
部

(
1
)
 
Inheritance 
(
P
r
o
v
i
s
i
o
n
 
for 
F
a
m
i
l
y
 
a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
1

に
よ
る
と
、
い
死
者
の
配
偶
者
ま
た
は
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
閲
死
者
の
以

前
の
配
偶
者
で
再
婚
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
事
実
婚
配
偶
者
（
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
も
含
む
）
い
死
者
の
子
団
死
者
の
連
れ
子
い
死
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
者
で
あ
る
。
請
求
権
者
の
範
囲
の
外
延
に
つ
い
て
は
第
一
章
参
照

(
2
)
 
Inheritance 
(
P
r
o
v
i
s
i
o
n
 for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
1. 

(
3
)

無
遺
言
相
続
intestacy
は、

A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
o
f
 Estates A
c
t
 1
9
2
5
の
規
律
に
服
す
る
。
も
っ
と
も
同
法
は
、

Intestates'Estates
A
c
t
 1
9
5
2
,
 
F
a
m
i
l
y
 

P
r
o
v
i
s
i
o
n
 A
c
t
 1
9
6
6
,
 
F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
f
o
r
m
 A
c
t
 1
9
6
9
竿
寸
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
い
る
（
P
臼
r
y
&
 Clark, 
T
h
e
 L
a
w
 o
f
 S
u
c
c
e
s
s
i
o
n
,
 
2
0
0
2
,
 
p. 
7)
。

Intestates'Estates A
c
t
 1
9
5
2
,
 
s.46(1)
に
よ
る
と
、
慣
習
に
基
づ
い
て
、
無
遺
言
死
亡
者
の
被
扶
養
者
お
よ
び
相
当
の
供
与
を
行
う
こ
と
が
無
遺
言
死

亡
者
に
期
待
さ
れ
る
者
に
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
4
)
 
B
G
B
 2
3
0
3
卑
属
・
親
・
配
偶
者
で
あ
る
。
外
延
に
つ
い
て
は
第
一
章
参
照

(
5
)
 
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0. s. 
1
1
2
 

(
6
)

裁
判
管
轄
は
県
裁
判
所
お
よ
び
高
等
法
院
で
あ
る
。
請
求
者
は
、

(
F
a
m
i
l
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
)
 
と
大
法
官
部

(
C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
)
 
と
を
自
由
に

一
審
と
二
審
と
で
か
け
離
れ
た
判
断
が
示
さ
れ
る
事
例
に
も

こ
の
こ
と
は
、
近
年
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
律
の
基
準
に
よ
る

こ
の
点
は
、
画
一
的
な
規
定

一
七
四
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相続法における権利の弾力性について (2. 完）（青竹）

(17) 

(18) 

一
時
金
支
払
い
が
、
定
期
金
支
払
い
に
比
べ
て
高
額
と
な
る
こ
と
が
あ
る

(
R
e
B
e
s
t
e
r
m
a
n
 
(
1
9
8
4
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 4
5
8
,
 
4
7
7
)

。

R
e
 Christie 
(
1
9
7
9
)
 
1
 
C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 1
6
8
(
1
7
6
)
 

{%!00l
と
声
g

を
自
心
平
J

に
、
碑
で
宗
財
～
産
を
自
心
ヱ
J

と
娘
で
半
分
の
割
合
で
共
有
す
る
よ
う
命
じ
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
項
い
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
遺
産
の
割
合
を
指
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

(10) g
l
e
i
c
h
e
n
d
e
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
,
 
1
9
8
5
,
 
S. 8
1
 f. 

（且）

Tyler's F
a
m
i
l
y
 Provision, 
p. 3
8
9
-
3
9
0
 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 
S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
 
(
H
a
a
s
)
 

選
択
し
た
。

(16) 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
7
)
 

そ
の
た
め
、

S
t
e
p
h
a
n
 
G
o
e
t
z
,
 

Tyler's F
a
m
i
l
y
 Provision, 
p. 3
9
1
 

Tyler's F
a
m
i
l
y
 Provision, 
p. 3
9
1
 

そ
れ
に
対
し
て
法
定
相
続
権
は
遺
産
へ
の
物
権
的
持
分
で
あ
る

V
o
r
b
e
m
e
r
k
u
n
g
 z
u
 2
3
0
3
 ff. 
R
z
.
 3
7
 ;
 B
r
o
x
,
 
Erbrecht, 
2
0
0
3
,
 
s. 
3
0
8
 

ニ――
-
0
七
条
の
枠
内
で
、
遺
贈
を
承
認
し
た
上
で
通
常
の
遺
留
分
と
の
差
額
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
額
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
特
定
の

目
的
物
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

(Trulsen,
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0. s. 
6
6
)

。
遺
贈
を
放
棄
し
て
遺
留
分
を
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
遣
留
分
権
利
者
は
、
遺
産
目
的
物
の
愛
情
的
利
益
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
か
、
金
銭
債
権
の
利
益
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
か
の
選

択
権
を
持
つ
。
ニ
ニ
八
三
条
に
よ
る
と
、
配
偶
者
の
場
合
に
は
個
々
の
目
的
物
の
請
求
は
、
剰
余
清
算
の
枠
内
で
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
例
外
的

場
合
を
除
く
と
、
制
定
法
上
、
当
事
者
の
愛
情
的
価
値
は
考
慮
さ
れ
な
い

(Dieter
L
e
i
p
o
l
d
,
 
W
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 in d
e
n
 G
r
u
n
d
l
a
g
e
n
 d
e
s
 Erbrechts?, 
A
c
P
 

1
8
0
,
 
1
9
8
0
,
 
s. 
1
9
7
)

。

短
期
間
の
保
護
に
つ
い
て
は
B
G
B
1
9
6
9

参
照

B
G
B
 56
3
,
 
5
6
3
 b

に
よ
っ
て
家
族
構
成
員
の
賃
貸
借
関
係
へ
の
関
与
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
と
に
な
る
。

E
r
b
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 
A
n
s
p
r
t
i
c
h
e
 
a
u
B
e
r
h
a
l
b
 

(
B
G
B
 1
9
2
2
 A
b
s
.
 1
)

。

d
e
s
 
F
a
m
i
l
i
e
n
e
r
b
r
e
c
h
t
s
 

こ
れ
に
よ
り
個
別
の
遺
産
目
的
物
が
受
け
継
が
れ
る

B
G
B
起
草
者
は
、

一
七
五

三
つ
の
可
能
性
の
中
か
ら

つ
を

選
択
で
き
る

(
P
目
y
た
Clark,
the L
a
w
 o
f
 succession, 
2
0
0
2
,
 
p. 1
5
5
)

。

裁
判
所
の
命
令
に
よ
り
、
請
求
者
は
、
受
遺
者
と
同
様
の
法
的
地
位
に
置
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
行
法
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

年
法
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
最
終
意
思
は
、
そ
れ
が
追
加
的
遺
言
を
有
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
べ
き
と
さ

れ
た
。

一
九
三
八

E
i
n
e
 a
u
f
 E
n
g
l
a
n
d
 u
n
d
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
 b
e
z
o
g
e
n
e
 rechtsver ,
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(30) 

(31) 

(32) 

(29) 

(28) 

(19) 
Trulsen, 
Pflichtteils recht, 
a. 
a. 
0. s. 
1
8
5
 

(20) 
Inheritance 
(Provision for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
3
(
1
)
 

(21) 
Inheritance 
(Provision for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
3
(
2
)
(
3
)
(
4
)
 

(22) 
Inheritance 
(Provision for F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
1
(
2
)
 (a)

即
i

佃
四
共
口
が
芋
叩
中
小
芸
5

で
本
3

る
匡
吻
ム
ロ
に
は
、
出

⇒

蒜
畝
配
偶
者
の
生
存
に
必
要

か
否
か
に
よ
ら
ず
、
全
て
の
事
情
を
考
慮
し
て
そ
の
者
が
得
る
の
に
相
当
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
。

(23) 
R
e
 Christie, 
Christie v
 K
e
e
b
l
e
 
(
1
9
7
9
)
 
1
 
C
h
 16
8
,
 
1
7
4
,
 
(
1
9
7
9
)
 1
 All E. 
R. 5
4
6
 

(24) 
R
e
 D
u
r
a
n
c
e
a
u
 
(
1
9
5
2
)
 
3
 
D
o
m
i
n
i
o
n
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 7
1
4
 
(
7
2
0
)
 

(25) 
Inns v
 Wa
l
l
a
n
c
e
 
(
1
9
4
7
)
 
1
 
C
h
 5
7
6
,
 
5
8
1
,
 
(
1
9
4
7
)
 
2
 
All E. 
R. 3
0
8
,
 
3
1
1

悪
底
業
羞
力
励
四
者
の
宰
K

に
と
っ
て
「
相
当
」
な
供
与
が
、
通
常
は
裕
福
な

夫
の
妻
に
と
っ
て
は
「
相
当
で
は
な
い
」
と
い
う
例
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

(26) 
M
a
l
o
n
e
 v
 Ha
r
r
i
s
o
n
 
(
1
9
7
9
)
 

I
 W
.
 L. 
R. 1
3
5
3

死
者
が
、
生
存
中
―
二
年
の
間
原
告
の
生
活
に
対
す
る
責
任
を
全
て
引
き
受
け
て
い
た
こ
と
を
根

拠
に
、
彼
は
、
遺
言
に
お
い
て
は
な
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
死
亡
の
際
に
彼
女
の
生
活
を
配
慮
せ
ず
に
放
置
し
た
り
は
し
な
い
と
の
意
思
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
相
当
な
供
与
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
し
た
。

(27) 
R
e
 T
h
o
r
n
l
e
y
で
は
以
下
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
裁
判
所
が
あ
る
額
を
正
当
と
認
定
す
る
理
由
を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。
額
の
算
定
は
印
象
i
m
p
r
e
s
s
i
o
n
お
よ
び
裁
量
discretion
の
問
題
で
あ
る
。
裁
判
所
が
「
相
当
」
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
、
額
を
定
め
て
も
よ
い
。

し
た
が
っ
て
多
少
の
額
の
誤
差
は
許
さ
れ
る
が
、
考
え
方
に
大
き
な
誤
り
が
あ
る
と
き
あ
る
い
は
算
定
額
が
大
幅
に
異
な
る
場
合
に
は
裁
判
所
の
介
入

が
許
さ
れ
る
、
と
。

R
e
T
h
o
r
n
l
e
y
 (
1
9
6
9
)
 
3
 
All E. R. 3
1
 

R
e
 T
h
o
r
n
l
e
y
 
(
1
9
6
9
)
 

―
二
万
五
、

(
1
9
6
8
)
 

3
 
All E. 
R. 3
1
 :
 I
 

O
 0
ポ
ン
ド
か
ら
二
三
四
ポ
ン
ド
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

R
e
B
e
s
t
e
r
m
a
n
 

0
0
0
ポ
ン
ド
か
ら
二
七
万
五
、

0
0
0
ポ
ン
ド
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

3
 
All E. 
R. 1
2
 (
1
5
)
 
;
 M

i
l
l
w
a
r
d
 v. 
S
h
e
n
t
o
n
 
(
1
9
7
2
)
 
1
 

W
.
 L. 
R. 7
1
1
 
(
7
1
5
)
,
 
2
 A
l
l
 E. 
R. 1
0
2
5
 

R
e
 G
o
o
d
w
i
n
の
判
例
を

引
用
し
つ
つ
、
判
断
の
対
象
は
遺
言
が
請
求
者
の
生
存
の
た
め
に
相
当
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
り
、
遺
言
者
が
相
当
な
行
動
を
な
し
た
か
否
か
で
は
な

い
と
し
て
、
県
裁
判
所
country
court
の
判
断
は
誤
り
で
あ
る
と
し
た
。

R
e
 C
o
v
e
n
t
r
y
 
(
1
9
7
9
)
 
3
 
W
.
 L. 
R. 8
0
2
(
8
1
7
)
 

(
1
9
6
6
)
 
2
 
All E. 
R. 4
4
(
4
7
)
 

R
e
 In
n
s
 
(
1
9
4
7
)
 
1
 
C
h
a
n
c
e
r
y
 Division 5
7
6
(
5
8
1
)
 

R
e
 E
 

R
e
 G
o
o
d
w
i
n
 

4
5
8
(
4
7
9
)
 

(
3
3
)
 

(
1
9
8
4
)
 

1
 

C
h
a
n
c
e
r
y
 Division 

一
七
六
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

(33) 

(34) 

一
七
七

R
e
 C
o
v
e
n
t
r
y
 
(
1
9
7
9
)
 
3
 W
.
 L. 
R. 8
0
2
 (
8
1
1
)
 

W
i
l
l
i
a
m
s
 v. J
o
h
n
s
 
(
1
9
8
8
)
 
2
 F
a
m
l
y
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 4
7
5
 
(
4
8
6
,
4
8
8
)
 
;
 S
c
h
a
e
f
e
r
 v. S
c
h
u
h
m
a
n
n
 
(
1
9
7
2
)
 
1
 A
l
l
 
E. 
R. 6
2
1
 (
6
2
7
)
潰
埠
―
―
―
―
日
有
が
率
〖

切
に
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
裁
判
所
が
権
限
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
観
点
は
、
こ
の
法
律
の
も
と
で
な
さ
れ
る
供
与
は
、
遺
言
者
が

死
の
直
前
に
作
成
し
た
追
加
的
な
遺
言
書
が
存
在
し
た
な
ら
ば
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
効
力
を
有
す
る
と
規
定
す
る
四
条
一
項
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら

れ
る
と
い
う
。

(
5
8
1ー

5
8
2
)

(35) 
R
e
 I
n
n
s
 
(
1
9
4
7
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 5
7
6
 

(36) 
R
e
 B
u
n
n
i
n
g
 
(
1
9
8
4
)
)
 
3
 A
l
l
 E
.
 
R. 1
 (1
2
)
 

(37)

法
律
上
列
挙
さ
れ
て
い
る
指
針
と
し
て
は
そ
の
他
、
別
の
請
求
者
お
よ
び
受
遺
者
の
資
産
お
よ
び
財
産
的
必
要
性

(s.
3
(
1
)
(
b
)
 (
c

)

)

、
請
求
権
者
お
よ

び
受
遺
者
の
肉
体
的
障
害
お
よ
び
精
神
的
障
害
(
s
.
3
(
1
)
(
f
)
)

が
あ
る
。

(38) 
R
e
 C
o
v
e
n
t
r
y
 
(
1
9
7
9
)
 
3
 W
.
 L. 
R. 8
0
2
 (
8
1
5
)
 

(39) 
R
e
 E
 (
1
9
6
6
)
 
2
 All. E. R
 4
4
 (4
8
)
 

(40) 
R
e
 C
h
a
r
r
n
a
n
 
(
1
9
5
1
)
 
T
h
e
 T
i
m
e
s
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 1
0
9
5
 

(41) 
R
e
 D
u
c
k
s
b
u
r
y
 
(
1
9
6
6
)
 
1
 W
.
 L. R
.
 1
2
2
6
 (
1
2
3
2
-
1
2
3
3
)
 

(42) 
R
e
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e
n
n
i
s
 
(
1
9
8
1
)
 
2
 All. E. R
.
 1
4
0
.
 1
4
2
 
|
 

1
4
3

幸
塑
求
者
は
死
去
口
の
前
5

妻
の
子
で
あ
る
。
彼
は
十
分
な
教
育
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
父
か
ら
農
場
や

金
銭
を
贈
与
さ
れ
た
り
、
家
族
が
経
営
す
る
企
業
に
就
職
し
た
り
す
る
な
ど
、
家
族
か
ら
相
当
な
利
益
を
得
て
い
た
が
、
事
業
に
失
敗
し
、
次
々
と
転

職
を
繰
り
返
し
た
。
彼
の
こ
の
一
連
の
態
様
は
、
「
転
が
る
石
a
r
o
l
l
i
n
g
 s
t
o
n
e
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

(43) 
R
e
 S
i
v
y
e
r
 
(
1
9
6
7
)
 
1
 W
.
 L. 
R. 1
4
8
2
 
(
1
4
8
7
)

原
告
は
、
被
相
続
人
の
前
妻
（
二
回
目
の
婚
姻
に
よ
る
）
の
子
で
あ
り
、
被
告
は
死
者
の
後
妻
（
三

回
目
の
婚
姻
に
よ
る
）
で
あ
る
。
被
告
は
以
前
、
被
相
続
人
と
婚
姻
す
る
た
め
に
仕
事
を
や
め
、
良
い
条
件
の
年
金
も
放
棄
し
た
と
い
う
点
が
考
慮
さ

れ
た
が
、
被
告
の
財
産
的
地
位
に
関
す
る
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
養
父
母
に
育
て
ら
れ
た
原
告
に
は
資
産
が
な
く
、
生

存
の
た
め
に
供
与
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

(44) 
R
e
 C
a
t
m
u
l
l
 
(
1
9
4
3
)
 
2
 All. E. R
.
1
1
5
(
1
1
9
)
 

(45) 
R
e
 E
 
(
1
9
6
6
)
 
2
 All. E. 
R. 4
4
(
4
8
)
 

(46) 
R
e
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e
b
e
n
h
a
m
 
(
1
9
8
6
)
 
1
 F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
 4
0
4
 (
4
1
0
)

娘
が
母
の
遺
産
に
つ
い
て
請
求
し
た
事
例
で
あ
る
。
母
は
請
求
者
の
出
生
後
、
子
の
養

育
を
完
全
に
放
棄
し
、
南
ア
フ
リ
カ
に
住
む
父
の
両
親
が
子
を
育
て
た
。
請
求
者
は
十
代
ま
で
祖
父
母
を
実
の
両
親
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
二

0
年
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間
、
母
は
娘
に
連
絡
を
と
ら
な
か
っ
た
。
後
に
娘
が
母
を
訪
ね
た
際
、
母
は
娘
を
家
に
住
ま
わ
せ
る
意
思
が
な
い
と
話
し
、
周
囲
に
娘
の
存
在
を
隠
し

て
い
た
。
母
は
娘
が
経
済
的
に
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
遺
言
に
お
い
て
配
慮
す
る
旨
を
話
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
彼
女
は
請
求
者

が
祖
父
母
を
相
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
。
現
実
に
は
、
祖
父
母
か
ら
の
遺
贈
は
四
、

0
0
0
ポ
ン
ド
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
被
相
続
人
は
娘
に

二
0

0
ポ
ン
ド
を
含
む
僅
か
の
遺
贈
し
か
行
わ
な
か
っ
た
。
娘
は
こ
れ
が
相
当
な
供
与
で
は
な
い
と
主
張
し
、
遺
産
か
ら
一
七
万
二
、

0
0
0
ポ
ン
ド

を
給
付
す
る
よ
う
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
請
求
者
の
財
産
的
必
要
性
お
よ
び
資
産
を
検
討
し
た

(s.
3
(
1
)
(
a
)
)

。
そ
の
際
、
請
求
者
と
そ
の
夫
が
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
所
有
し
、
年
額
五
〇

0
ポ
ン
ド
の
年
金
を
支
給
さ
れ
、
毎
週
五
ニ
ポ
ン
ド
の
社
会
保
障
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
し
て
お
り
、
ま
た
数
年
後
に

は
毎
週
五
七
ポ
ン
ド
の
老
齢
年
金
を
給
付
さ
れ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
。
こ
こ
で
請
求
者
は
掘
澗
を
患
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
財
産
的
必
要
性
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
母
で
あ
る
被
相
続
人
の
、
娘
に
対
す
る
道
徳
的
義
務
を
も
認
定
し
た

(s.
3
(
1
)
(
d
)
)

。
請
求
額
の
算
定
に
お
い
て
、
裁
判

所
は
、
請
求
者
と
そ
の
夫
が
相
当
な
水
準
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
年
額
六
、

0
0
0
ポ
ン
ド
が
妥
当
で
あ
る
が
、
請
求
者
に
つ
い
て
の
み
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
年
額
四
、
五
0

0
ポ
ン
ド
と
算
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
家
か
ら
の
社
会
保
障
給
付
は
打
ち
切
ら
れ
る
が
、
数
年
後
に
老
齢

年
金
の
給
付
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
こ
れ
が
考
慮
さ
れ
て
、
最
終
的
に
は
年
額
一
、
五
0

0
ポ
ン
ド
に
減
額
さ
れ
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
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a
r
t
y
n
,
 
F
a
m
i
l
y
 Provision: 
L
a
w
 a
n
d
 Practice, 
1
9
8
5
,
 
p. 2
9
 

(48) 
R
e
 A
n
d
r
e
w
s
 
(
1
9
5
5
)
 
1
 

W. L. 
R. 1
1
0
5

原
告
は
、
婚
姻
し
て
い
る
男
性
と
事
実
婚
関
係
の
共
同
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
労
働

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
原
告
の
父
（
被
相
続
人
）
は
、
遺
言
に
お
い
て
娘
に
全
く
供
与
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
原
告
は
、
婚
姻
し
て
お
ら
ず
、

自
ら
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
根
拠
に
遺
産
か
ら
の
供
与
を
請
求
し
た
。
裁
判
所
は
、
原
告
が
法
律
上
婚
姻
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、

男
性
と
事
実
婚
関
係
の
共
同
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
後
は
、
被
相
続
人
は
娘
に
対
す
る
道
徳
的
義
務
を
免
れ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。

(49) 
R
e
 G
r
e
g
o
r
y
 
(
1
9
7
1
)
 
1
 All. E. 
R. 4
9
7
 
(
5
0
2
-
5
0
3
)
 

(50) 
R
e
 D
e
b
e
n
h
a
m
 
(
1
9
8
6
)
 
1
 F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 4
0
4
 
(
4
0
9
)
 

(51) 
R
e
 Joslin 
(
1
9
4
1
)
 
T
h
e
 L
a
w
 Reports, 
C
h
a
n
c
e
r
y
 Division 2
0
0
 
(
2
0
2
-
2
0
3
)
 

(52) 
R
e
 C
a
l
l
a
g
h
a
n
 
(
1
9
8
4
)
 
3
 
All 
E. 
R. 7
9
0
(
7
9
4
)

こ
の
車
ず
例
で
は
遺
言
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
被
相
続
人
が
自
身
の
子
と
し
て
扱
っ
て
き
た
子
（
連

れ
子
）
が
訴
え
を
提
起
し
た
（
同
法
一
条
一
項
田
）
。
被
相
続
人
は
請
求
者
が
十
代
の
と
き
に
請
求
者
の
母
と
婚
姻
し
て
い
た
。
当
事
者
は
、
家
族
の
よ

う
に
共
同
生
活
を
送
り
、
互
い
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
被
相
続
人
は
連
れ
子
に
有
利
な
遺
言
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
が
（
そ
の
間
妻
は
死
亡
し
た
）
、

そ
の
当
時
身
体
的
衰
弱
に
よ
り
、
弁
護
士
の
も
と
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
遺
産
は
三
万
一
、
一
六
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
（
同
法
三
条
一

一
七
八
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

(61) 

(62) 

(53) 

(54) 

(55) 

一
七
九

遺
産
は
―
二
七
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
こ
elly

項
い
）
。

裁
判
官
は
請
求
者
の
財
産
的
状
況
を
考
慮
し
た
（
同
法
三
条
一
項
口
）
。
請
求
者
の
年
収
は
七
、
八
五
0
ポ
ン
ド
、
妻
の
年
収
は
三
、
九
0

0
ポ
ン
ド

で
あ
っ
た

C

被
相
続
人
の
請
求
者
に
対
す
る
義
務
に
関
し
て
は
（
同
法
―
―
一
条
一
項
①
）
被
相
続
人
の
連
れ
子
に
対
す
る
義
務
が
、
被
相
続
人
の
姉
妹
に

対
す
る
義
務
よ
り
重
大
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
遺
産
の
大
部
分
が
請
求
者
の
母
に
由
来
す
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
（
同
法
三
条
一
項
①
）
。
最
終

的
に
裁
判
所
は
一
万
五
、

0
0
0
ポ
ン
ド
を
請
求
者
に
与
え
た
。

R
e
 T
h
o
r
n
l
e
y
 
(
1
9
6
9
)
 
3
 
All E. R
.
 3
1

事
業
を
始
め
る
際
、
請
求
者
自
身
四
0
0
1
五
0

0
ポ
ン
ド
の
支
出
を
し
た
。

R
e
 P
u
g
h
 
(
1
9
4
3
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 3
8
7
 (
3
9
5
)
 

「
遺
産
が
小
額
で
あ
る
こ
と
the
smallness o
f
 the estate
は
、
裁
判
お
よ
び
全
て
の
考
慮
を
排
除
す
る

R
e
 C
l
a
y
t
o
n
 
(
1
9
6
6
)
 
1
 W
.
 L. R
.
 9
6
9
 (
9
7
1
)
 

も
の
で
は
な
い
」

(56) 
R
e
 C
o
v
e
n
t
r
y
 
(
1
9
7
9
)
 
3
 
W
.
 L. 
R. 8
0
2
 (
8
0
9
)
 
;
 R

e
 T
r
o
w
e
l
l
 
(
1
9
5
7
)
 
C
u
r
r
e
n
t
 L
a
w
 Y
e
a
r
b
o
o
k
 3
7
4
4
 

v. 
Iliffe 
(
1
9
8
1
)
 
2
 All. E. 
R. 2
9
 (3
6
)
 
;
 R

e
 E
 (
1
9
6
6
)
 
l
 W• 

L. 
R. 7
0
9
 (
7
1
4
)
 

(57) 
R
e
 C
o
v
e
n
t
r
y
 
(
1
9
7
9
)
 
3
 
W
.
 L. 
R. 8
0
2
(
8
0
9
)
 
;
 re 

Vrint 
(
1
9
4
0
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 9
2
0
(
9
2
6
)
 
;
 Jelley 
v. 
Iliffe 
(
1
9
8
1
)
 
2
 All. E. 
R. ~9(36) 

(
5
8
)
B
呈
D
e
minirnis n
o
n
 curat lex, 
N
J
W
 19
9
8
,
 
3
3
7
 

(59) 
Tyler's 
F
a
m
i
l
y
 Provision, 
p. 1
5
2
,
 
1
5
3

組
ば
当
性
の
判
i駈
5

に
お
い
て
は
、
巨
額
の
遺
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
影
響
を
持
つ
。
例
え
ば
、
農
夫
の
妻

に
と
っ
て
は
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
る
額
が
、
裕
福
な
家
庭
の
妻
に
と
っ
て
は
相
当
で
は
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

R
e
Inns (
1
9
4
7
)
 
C
h
a
n
c
e
r
y
 

Division 5
7
6
 (
5
8
1
)
 

(60) 
R
e
 B
e
s
t
e
r
m
a
n
 
(
1
9
8
4
)
 
1
 
C
h
a
n
c
e
r
y
 
Division 4
5
8
(
4
7
0
)

姑
盆
和
猛
枷
人
の
車
Cが
謡
~
え
を
提
起
し
た
。
遺
産
は
一
五0
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
被
相
続

人
は
未
亡
人
に
資
産
か
ら
一

0
万
ポ
ン
ド
を
遺
贈
し
、
残
り
遺
産
を
被
相
続
人
が
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
譲
っ
た
。

裁
判
官
は
遺
産
の
額
と
未
亡
人
が
高
度
な
生
活
水
準
に
慣
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
た
。
僅
か
な
遺
贈
お
よ
び
国
家
に
よ
る
年
間
四
0

0
ポ

ン
ド
の
遺
族
年
金
で
は
不
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
裁
判
官
は
請
求
者
の
高
齢
（
同
法
―
―
一
条
一
一
項
い
）
お
よ
び
推
測
上
の
問
題
で
は
あ
る
が
、

離
婚
し
て
い
た
な
ら
ば
三
五
万
ポ
ン
ド
を
彼
女
は
保
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
た
（
同
法
―
―
一
条
二
項
）
。
さ
ら
に
請
求
者
の
非
の
打

ち
所
の
な
い
行
為
態
様
が
支
持
さ
れ
、
全
遺
産
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
一
二
七
万
八
、

0
0

0
ポ
ン
ド
の
供
与
が
与
え
ら
れ
た
。

Tyler's F
a
m
i
l
y
 Provision, 
p. 
119 

R
e
 D
e
n
n
i
s
 
(
1
9
8
1
)
 
2
 A
l
l
 E. 
R. 1
4
0
(
1
4
2
)
 

「
転
が
る
石
の
多
く
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
に
は
あ
ま
り
苔
が
付
か
な
か
っ
た

(not
gather 
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m
u
c
h
 m
o
s
s
)
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
三
条
一
項
図
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(63) 
R
e
 S
n
o
e
k
 
(
1
9
8
3
)
 
F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 1
8
(
1
9
)
 

(64) 
R
e
 M
o
r
r
i
s
 
(
1
9
6
7
)
 
C
u
r
r
e
n
t
 L
a
w
 Y
e
a
r
 b
o
o
k
 4
1
1
4
 

(65) 
R
e
 C
o
v
e
n
t
r
y
 
(
1
9
7
9
)
 
3
 W. L. 
R. 8
0
2
(
8
1
7
)
 

(66) 
R
e
 M
o
r
r
i
s
 
(
1
9
6
7
)
 
C
u
r
r
e
n
t
 L
a
w
 Y
e
a
r
b
o
o
k
 4
1
1
4
;
 
K
o
u
r
k
g
y
 v. L
u
s
h
e
r
 
(
1
9
8
3
)
 
4
 F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 6
5
(
7
2
)
 

(
6
7
)
M
臼
tyn,
F
a
m
i
l
y
 P
r
o
v
i
s
i
o
n
:
 
L
a
w
 a
n
d
 Practice, 1
9
8
5
,
 
p
.
1
7
;
 
R
e
 R
o
y
s
e
 
(
1
9
8
4
)
 
3
 A
l
l
 E. 
R. 3
3
9
 

(68) 
R
e
 R
o
y
s
e
 
(
1
9
8
4
)
 
3
 A
l
l
 E. 
R. 3
3
9
(
3
4
2
)
 

(69) 
Forfeiture 
A
c
t
 
1
9
8
2
 s. 
3(1)

「
剖
踪
奇
原
則
は
、
本
条
二
項
の
規
定
す
る
供
与
の
請
求
を
な
し
、
ま
た
は
請
求
に
対
す
る
命
令
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な

い
」
②
「
前
項
に
い
う
供
与
と
は
一
九
七
五
年
相
続
法
に
お
け
る
供
与
で
あ
る
」

s.
5

「
…
第
三
条
第
一
項
は
、
殺
人
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
す

る
剥
奪
原
則
の
適
用
を
妨
げ
な
い
」
そ
れ
以
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、

C
r
i
m
i
n
a
l
Justice A
c
t
 1
9
4
8
 s. 
7
0

に
よ
る
と
、
犯
罪
行
為
者
が
遺
言
に
よ
っ
て

利
益
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
旨
の
一
般
原
則
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
こ
と
は
家
族
供
与
に
も
妥
当
す
る
。

(70) 
M
a
l
o
n
e
 v
•
H月
i
s
o
n(
1
9
7
9
)
 
1
 W. L. R
.
 1
3
5
3
 (
1
3
6
4
)
 

(71) 
R
e
 T
h
o
r
n
l
e
y
 
(
1
9
6
9
)
 
3
 A
l
l
 E. R. 3
1
 

(72) 
R
e
 Po
i
n
t
e
r
 
(
1
9
4
1
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 6
0
(
6
1
)
 

(73) 
R
e
 B
l
a
n
c
h
 
(
1
9
6
7
)
 
2
 A
l
l
 E. 
R. 4
6
8
(
4
7
1
)
 

(74) 
R
e
 C
l
a
r
k
e
 
(
1
9
6
8
)
 
1
 W. L. R
.
 4
1
5
 (
4
2
1
)

被
相
続
人
の
生
存
配
偶
者
が
こ
こ
で
は
請
求
権
者
と
な
っ
て
い
る
。
被
相
続
人
は
四
九
歳
で
婚
姻
し
、

夫
婦
は
し
ば
ら
く
被
相
続
人
の
母
と
居
住
す
る
ー
彼
女
が
息
子
の
婚
姻
に
慣
れ
る
ま
で
1

つ
も
り
で
い
た
。
し
か
し
七
ヶ
月
後
、
妻
は
、
姑
の
自
分
勝

手
で
嫉
妬
深
い
行
動
に
我
慢
で
き
ず
、
家
を
出
て
行
っ
た
。
婚
姻
か
ら
三
年
後
、
被
相
続
人
は
死
亡
し
た
。
彼
は
妻
に
一
、

0
0
0
ポ
ン
ド
し
か
遺
贈

せ
ず
、
残
り
は
彼
の
母
が
相
続
し
た
。
そ
の
処
分
の
理
由
と
し
て
、
被
相
続
人
は
、
妻
が
家
出
に
よ
り
彼
を
放
置
し
た
こ
と
を
挙
げ
た
。
被
相
続
人
の

母
も
ま
た
、
す
ぐ
に
死
亡
し
た
。

裁
判
官
は
二
万
三
、

0
0
0
ポ
ン
ド
の
遺
産
の
額
を
考
慮
し
た
（
同
法
三
条
一
項
い
）
。
そ
れ
は
年
約
一
、
三
0

0
ポ
ン
ド
の
収
益
を
伴
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
被
相
続
人
が
配
偶
者
に
僅
か
し
か
遺
贈
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
説
得
的
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
姑
の
も
と
へ
の
居
住
は
、
最

初
か
ら
、
経
過
措
置
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
、
被
相
続
人
が
約
束
を
破
り
、
妻
を
放
置
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の
こ

と
は
被
相
続
人
の
非
難
す
べ
き
行
為
態
様
に
関
係
す
る
（
同
法
三
条
一
項
①
）
。
そ
の
他
妻
が
一
、
四
0

0
ポ
ン
ド
の
自
身
の
年
収
に
よ
り
、
ま
た
バ
ン

一
八
〇
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

(86) 

(87) 

J¥ 

ガ
ロ
ー
の
所
有
に
よ
り
自
活
で
き
、
そ
れ
は
財
産
的
必
要
性
の
評
価
に
関
わ
る
と
い
う
い
う
こ
と
（
同
法
三
条
一
項
い
）
、
ま
た
共
同
生
活
が
短
期
間
し

か
継
続
し
な
か
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
（
同
法
三
条
二
項
国
）
。
こ
れ
ら
諸
要
素
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
裁
判
官
は
、
死
亡
し
た
夫
の
遺
産
か
ら
生

じ
る
収
益
の
半
分
を
家
族
供
与
と
し
て
支
払
う
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た
。

(75) 
R
e
 S
t
y
l
e
r
 
(
1
9
4
2
)
 
2
 All E
.
 R. 2
0
1
 (
2
0
5
)
 

(76) 
R
e
 E
 
(
1
9
6
6
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1
 W. L. 
R. 7
0
9
 (
7
1
4
)
 

(77) 
R
e
 S
i
v
y
e
r
 
(
1
9
6
7
)
 
1
 W. L. 
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4
8
2
 
(
1
4
8
8
)
 

(78) 
R
e
 Co
l
l
i
n
s
 
(
1
9
9
0
)
 
2
 All E
.
 
R. 4
7
(
5
2
)
 

(79)

法
律
上
は
①
と
は
別
に
口
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。

(80) 
M
i
l
l
w
a
r
d
 v. S
h
e
n
t
o
n
 
(
1
9
7
2
)
 
2
 All E
.
 
R. 1
0
2
5
(
1
0
2
7
)
 

(81) 
s
.
1
(
2
)
(
a
)

「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
相
当
な
財
産
的
供
与
』
と
は
…
当
該
供
与
が
夫
ま
た
は
妻
の
生
存
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
状
況
を
考
慮
し
た
う
え
で
夫
ま
た
は
妻
が
受
け
る
の
に
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
る
財
産
的
供
与
を
意
味
す
る
」

(82) 
P
a
r
r
y
/
C
l
a
r
k
,
 
T
h
e
 L
a
w
 o
f
 S
u
c
c
e
s
s
i
o
n
,
 
2
0
0
2
 `
 
p
.
1
7
2
 
s. 
3
(
2
)

「
加
宕
有
が
加
工
」
し
た
時
f
点
に
、
佃
竺
に
死
亡
に
よ
る
の
で
は
な
く
離
婚
に
よ
り
婚
姻
が

解
消
し
て
い
た
な
ら
ば
受
け
取
る
こ
と
を
請
求
者
が
当
然
期
待
し
え
た
で
あ
ろ
う
供
与
」

(83)

も
っ
と
も
、
婚
姻
解
消
後
に
状
況
が
好
転
す
る
場
合
に
は
、
他
方
配
偶
者
は
そ
の
利
益
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
裕
福
で

は
な
い
が
職
業
上
有
望
な
夫
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
妻
は
、
婚
姻
が
継
続
し
て
い
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
e

E
y
r
e
 
(
1
9
6
8
)
 
1
 W. L. 
R. 5
3
0
 (
5
4
3
)
 

(84) 
R
e
 B
e
s
t
e
r
m
a
n
 
(
1
9
8
4
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 
4
5
8
 (
4
6
7
)
 

ffl

堕
求
者
が
退
職
の
た
め
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
健
康
状
態
か
ら
判
断
す
る

と
相
当
の
余
命
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
。

(85) 
R
e
 P
u
g
h
 
(
1
9
4
3
)
 
1
 C
h
a
n
c
e
r
y
 D
i
v
i
s
i
o
n
 
3
8
7
(
3
8
8
 `
 
3
9
5
)

姑

g
和
結
加
人
が
七
五
幸
竺
の
牌
t

に
砥
氾
姻
し
、
描
庁
か
―
一
年
間
の
婚
姻
期
間
を
共
に
し
た
に
過
ぎ

な
い
生
存
配
偶
者
の
請
求
が
否
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
被
相
続
人
の
経
営
す
る
農
場
の
発
展
に
対
す
る
請
求
者
の
寄
与
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
慮

さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
九
年
間
の
生
活
の
継
続
が
長
い
と
評
価
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
死
者
と
請
求
者
の
間
に
は
二
人
の
子
が
い
た
。

P
a
t
e
l
 
(
2
0
0
2
)
 
1
 F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
 6
0
3
 
(
6
2
0
)
 

T
y
l
e
r
'
s
 F
a
m
i
l
y
 P
r
o
v
i
s
i
o
n
,
 
p. 
1
8
4
 

H
o
u
s
e
 o
f
 C
o
m
m
o
n
s
,
 P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
 D
e
b
a
t
e
s
,
 
V
o
l
u
m
e
 3
2
8
 
(
1
9
3
7
 /3
8
)
 
1
3
0
5
 

G
a
n
d
h
i
 v. 
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a. 
0. s, 
1
6
0
)
。

(95) 

(96) 

(97) 

(94) 64. 

(91) 

(92) 

(93) 
R
e
 D
e
b
e
n
h
a
m
 

s. 
3
(
3
)
(
a
)

「
死
者
が
請
求
者
の
生
存
に
対
す
る
責
任
を
引
き
受
け
た
か
否
か
、
ま
た
引
き
受
け
た
と
し
た
場
合
、
ど
の
範
囲
で
そ
の
責
任
を
引
き
受

け
た
か
、
ま
た
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
に
至
っ
た
根
拠
お
よ
び
死
者
が
そ
の
責
任
を
履
行
し
た
期
間
」
「
請
求
者
が
自
身
の
子
で
は
な
い
と
知

り
な
が
ら
死
者
が
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
履
行
し
て
い
た
か
」

R
e
 L
e
a
c
h
 

s. 
3
(
3
)
(
c
)
 

H
e
r
m
a
n
n
 

(90) ヽ
こ
。

し

f

(89) 

(
1
9
8
6
)
 

C
o
n
v
e
n
t
r
y
 

(
1
9
8
5
)
 
2
 A
l
l
 E. 
R. 7
5
4
(
7
5
8
)
 

「
請
求
者
を
扶
養
す
る
他
の
人
物
の
義
務
」

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 Freytag, 
D
a
s
 Pflichtteilsrecht n
a
c
h
 d
e
m
 B
G
B
 u
n
d
 d
e
m
 Z
G
B
 i
m
 V
e
r
g
l
e
i
c
h
,
 
N
 R
P
 1
9
9
1
,
 
3
0
4
,
 
3
0
6
;
 
M
a
r
t
i
n
y
,
 
G
u
t
a
c
h
t
e
n
 fiir 
d
e
n
 

D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Juristentag, 
2
0
0
2
,
 
B
a
n
d
 1
 Teil A
 8
7
 

J. 
F
u
B
b
e
n
d
e
r
,
 
D
a
s
 

し
て
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
。

(88) 

一
般
原
則
に
つ
い
て
は
re

(
1
9
7
9
)
 
3
 

Pflichtteilsrecht 

V
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
,
 
D
N
o
t
Z
 1
9
9
4
,
 
3
5
9
,
 
3
6
9
;
 
D
i
e
t
e
r
 
H
e
n
r
i
c
h
,
 
Testierfreiheit 

Pflichtteilsrecht, 
2
0
0
0
,
 
s
 6
 
-¥J
五
器
成
の
父
が
、
裕
福
な
内
科
医
で
あ
る
息
子
に
遺
留
分
を
支
払
う
た
め
に
居
住
家
屋
を
売
却
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

例
を
挙
げ
て
い
る
。
配
偶
者
の
相
続
権
に
関
連
し
て
T
r
n
l
s
e
n
は
、
ベ
ル
リ
ン
式
遺
言
が
支
持
さ
れ
る
動
向
を
挙
げ
、
こ
の
こ
と
は
被
相
続
人
が
配
偶
者

の
生
活
保
障
を
よ
り
若
い
世
代
の
希
望
を
か
な
え
る
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
い
う

(Trulsen,
Pflichtteilsrecht, ・a. 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0
.
 s, 
1
6
0
 

D
i
e
t
e
r
 H
e
n
r
i
c
h
,
 
Testierfreiheit vs. Pflichtteilsrecht, 
2
0
0
0
,
 
s. 
18. 

D
a
u
n
e
r
 ,
 
Lieb, 
D
N
o
t
Z
 2
0
0
1
,
 
4
6
0
,
 
4
6
5
 ;
 La
n
g
e
,
 
D
i
e
 Pflichtteilsentziehung 
g
e
g
e
n
i
i
b
e
r
 
A
b
k
o
m
m
l
i
n
g
e
n
 
d
e
 
lege 
lata 
u
n
d
 d
e
 
l
e
g
e
 
ferenda, 

A
c
P
 2
0
4
 
(
2
0
0
4
)
,
 
8
0
4
,
 
8
1
0
;
 
S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
/
H
a
a
s
,
 
V
o
r
b
e
m
.
 N
 u
§
2
3
0
3
 ff. R
 N .
 2

0
;
 
こ
の
占
亡
に
つ
い
て
、
中
ー
担
窄
瞑
会
社
i
の
卸

i

点
か
ら
蜘
岱
刊
し
た
も
の
と

し
て
、

J.
M
a
y
e
r
,
 
F
a
m
R
 N
 2
0
0
5
,
 
1
4
4
1
,
 
1
4
4
4
.
 

企
業
の
存
続
と
遺
留
分
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
は
、

O
e
c
h
s
l
e
r
,
Pflichtteil 

u
n
d
 

U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
s
n
a
c
h
f
o
l
g
e
 v
o
n
 T
o
d
e
s
 w
e
g
e
n
,
 

A
c
P
 
(
2
0
0
0
)
 
6
0
3
 ff. 
が
舌
工
安
で
ぁ
ッ
る
。
そ
こ
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
権
利
と
、
相
続
人
が
承
継
し
た

企
業
の
存
続
利
益
を
調
整
す
る
解
釈
論
と
し
て
、
支
払
猶
予
に
つ
い
て
の

§
2
3
3
1
a
B
G
B
の
補
充
的
解
釈
お
よ
び
遺
産
額
の
算
定
に
お
い
て
不
明
確
あ

る
い
は
不
安
定
な
権
利
を
算
入
し
な
い
と
す
る
§
2
3
1
3
A
b
s
.
 2
 
S
a
t
z
 1
 B
G
B
の
類
推
適
用
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
よ
る
と
、
企
業
の
清
算
価
値

n
a
c
h
 
d
e
r
 

1
 F
a
m
i
l
y
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 4
0
4
 (
4
1
0
)
 

w. L. 
R. 8
0
2
 (
8
1
6
)
 

も
っ
と
も
、

(

b

)

 

vs. 

請
求
者
は
成
人
の
女
性
で
あ
っ
た
が
、
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
掘
澗
を
患
っ
て

そ
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
と
な
り
う
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と

ノ＼
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
s
w
e
r
t
が
、
収
益
価
値
E
r
t
r
a
g
s
w
e
r
t
よ
り
も
明
ら
か
に
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
企
業
の
存
続
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
場
合
に
は
、
相
続
人
は
、
消
算

価
値
に
基
づ
い
て
遺
留
分
権
利
者
に
支
払
う
必
要
は
な
い
と
い
う
。

(98) 
F. 
W. Bo
s
c
h
,
 
F
a
m
i
l
i
e
n
 ,
 
u
n
d
 E
r
b
r
e
c
h
t
 
als 
T
h
e
m
e
n
 d
e
r
 
R
e
c
h
t
s
a
n
g
l
e
i
c
h
u
n
g
 
n
a
c
h
 
d
e
m
 Beitritt 
d
e
r
 
D
D
R
 z
u
r
 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 

F
a
m
R
 N
 1
9
9
2
,
 
9
9
3
,
 
9
9
9
 ;
 Dieter Leipold, 
G
r
u
n
d
z
t
i
g
e
 m
i
t
 Fallen u
n
d
 Kontrollfragen, 
1
2
.
 Aufl. Tiibingen 1
9
9
8
,
 
R
n
.
 6
1
 

M
a
n
f
r
e
d
 Trittel, 
D
e
u
t
s
c
h
'
d
e
u
t
s
c
h
e
s
 E
r
b
r
e
c
h
t
 n
a
c
h
 d
e
m
 Einigungsvertrag, 
D
N
o
t
Z
 1
9
9
1
,
 
s. 
2
4
6
 

(99) 

(100) 

(101) 
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0
,
 
s. 
1
6
0
 

M

目
in
S
c
h
o
呂
in,
F
a
m
R
 N
 2
0
0
5
,
 
s. 
2
0
2
5
,
 
2
0
2
7
 

み
て
困
難
で
あ
る
。

個
別
の
事
情
に
基
づ
く
家
族
内
の
請
求
権
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
、
家
族
関
係
の
多
様
性
に
鑑

(102) 
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0
 

• 
s
 
6
8
 f. 

の
具
休
例
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。
被
相
続
人
が
、
妻
と
三
人
の
子
に
三
0
万
ユ
ー
ロ
遺
し
て
死
亡
し
た
。

法
定
相
続
に
よ
る
と
、
生
存
配
偶
者
は
二
分
の
一
(
-
五
万
ユ
ー
ロ
）
を
取
得
し

(
B
G
B
1
9
3
1
 A
b
s
.
 1
,
 
1
3
7
1
 A
b
s
.
I
)
、
子
は
そ
れ
ぞ
れ
六
分
の
一
（
五

万
ユ
ー
ロ
）
を
取
得
す
る

(
B
G
B
1
9
2
4
 A
b
s
.
 1
,
 
4
)

。
こ
こ
で
二
0
五
七

a
条
の
想
定
す
る
事
情
が
あ
っ
た
と
す
る
。
子
A

は
、
被
相
続
人
の
た
め
に
、

長
年
に
わ
た
っ
て
家
事
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
被
相
続
人
は
自
身
の
商
売
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
裁
判
官
は
、
二
0
五
七

a
条
三
項
に

し
た
が
っ
て
、
適
切
な
清
算
請
求
権
（
こ
こ
で
は
三
万
ユ
ー
ロ
と
算
定
さ
れ
る
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
0
万
ユ
ー
ロ
の
遺
産
の
総
額
か
ら
、

生
存
配
偶
者
の
相
続
分
(
-
五
万
ユ
ー
ロ
）
が
差
し
引
か
れ

(
B
G
B
2
0
5
7
 a
 Ab
s
.
 4
)

、
生
存
配
偶
者
以
外
の
卑
属
間
で
清
算
の
義
務
を
負
う

(
B
G
B
2
0
5
7
 

a
 Ab
s
.
 1
)

。
一
五
万
ユ
ー
ロ
か
ら
、
二
0
五
七

a
条
四
項
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
清
算
額
（
三
万
ユ
ー
ロ
）
が
差
し
引
か
れ
、
―
二
万
ユ
ー
ロ
の
計
算
上

の
遺
産
が
残
る
。
子
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
こ
か
ら
三
分
の
一
を
取
得
す
る
（
四
万
ユ
ー
ロ
）
（
B
G
B
1
9
2
4
 A
b
s
.
 4
)

。
配
分
の
利
益
を
得
る
べ
き
清
算
請
求
権

者
で
あ
る
子
A

に
は
、
清
算
額
（
三
万
ユ
ー
ロ
）
が
加
算
さ
れ
る

(
B
G
B
2
0
5
7
 a
 Ab
s
.
 4
)

。
し
た
が
っ
て
四
万
ユ
ー
ロ
＋
―
―
―
万
ユ
ー
ロ
11
七
万
ユ
ー
ロ

と
な
る
。
結
論
と
し
て
、
法
定
相
続
に
お
い
て
、
生
存
配
偶
者
に
は
一
五
万
ユ
ー
ロ
、

A
に
は
七
万
ユ
ー
ロ
、
他
の
二
人
の
子
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
万
ユ

ー
ロ
帰
属
す
る
。
遺
留
分
の
算
定
に
お
い
て
は
、
ニ
―
―
―
―
六
条
一
項
に
よ
り
、
清
算
の
算
定
を
考
慮
し
た
法
定
相
続
分
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
子
A
が
相
続
か
ら
廃
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
遺
留
分
額
は
七
万
ユ
ー
ロ
の
二
分
の
一
（
三
万
五
、
0
0
0
ユ
ー
ロ
）
と
な
る
。
子
B
だ
け
が

相
続
か
ら
廃
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
彼
の
遺
留
分
は
四
万
ユ
ー
ロ
の
二
分
の
一
（
二
万
ユ
ー
ロ
）
と
な
る
。

(103) 

(104) 
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0. s. 
6
8
 

遺
留
分
の
剥
奪
お
よ
び
取
消
し
は
、
こ
れ
に
よ
り
遺
留
分
権
が
消
滅
す
る
の
で
請
求
権
者
の
範
囲
の
問
題
と
も
い
え
る
が
、
遺
留
分
が
剥
奪
さ
れ
た

り
取
り
消
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
在
的
遺
留
分
権
利
者
の
遺
留
分
額
が
ゼ
ロ
と
算
定
さ
れ
る
点
を
捉
え
、
本
稿
で
は
請
求
額
の
算
定
の
問
題

一
八
三
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＇
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抵
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Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 

a. 
a. 
0, 

s. 
74 

1
 111キ

1
~柊
I
1苔

「
迅
廿
出
油
祖
器
焉
笑
呈
蒻
を
く
や
妥

..::_ovr
剤
莞
餅
叩
や
如
丈
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旦
認
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罹
＜
屯
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剖
嫁
文

r
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 111キ

111―
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1
1
1
<
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1111午
0
~
長

旦
囃
'0
,; 
ヤ
諾
笑
怜
心
リ
匁
茶
や
約
心
゜

fJ
 (; 密

ぐ
口
は
兵
ニ
ャ
赳
辻
面
革
神
憫
心
豆
華

0
翠

譴
余

避
写

押
釘

鰈
訳

記
竺

r
1喧

混
芦
ぬ
菜
ヤ
,
;
¢_o,; 

固
華

脚
S
走

{W~翠
壽
く
記
は
囃
'0

,; 
臼
赳
◎
心
菜
心゚

」

（呂）

（豆）

（臼）

（き）

（翌）

（邑）

（邑）

（邑）

（芭）

（密）

（き）

(5E) 

（翌）

H
a
n
s
 Klingelhoffcr, 
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2003, 

s. 
4
4
 

Palandt 
(Brudermiiller)§1371 Rz. 15 

Lange/Kuchinke, 
Erbrecht, 

a. 
a. 
0., 

s. 
888 

Heinrich Lange, 
D
e
r
 Bundesgerichtshof u

n
d
 die erb-und gtiterrechtliche Losung d

e
s
§
1
3
7
1
 B
O
B
,
 N

J
W
 1965, 

369, 
373 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 

a. 
a. 
0, 

s. 
75 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 

a. 
a. 
0
,
 
s. 
75 

Ulrich V.Liibtow Erbrecht, 
Eine systematische Darstellung, 

1971, 
s. 
614 

Brox, 
a. 
a. 
0. s. 

312 

Brox, 
a. 
a. 
0. s. 

3
1
2
 ;

 Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 

a. 
a. 
0. s. 

75 

B
G
H
 25. 6. 

1964, 
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G
H
Z
 42. 182 
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F
a
m
R
Z
 1964. 624 ;
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G
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1982, 
F
a
m
R
Z
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a. 
a. 
0. s. 
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(147) 

(148) 

(145) 

(146) 

(144) 

(143) 
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0, 
s. 
7
6
 f. 
の
質
号
定
例
を
引
用
す
る
。
被
相
続
人
は
自
由
詩
人
と
し
て
極
め
て
少
な
い
収
入
の
も
と
で
生
活
し
て
い

た
。
彼
に
は
三
人
の
子
が
い
た
。
娘
の
出
生
時
に
、
彼
女
の
教
育
の
た
め
に
苦
労
し
て
多
額
を
毎
月
支
出
し
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
娘
は
、
六
年

間
に
わ
た
っ
て
機
械
工
学
を
専
攻
し
、
博
士
号
を
取
得
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
す
る
必
要
も
な
く
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
被
相

続
人
が
死
亡
し
、
直
前
に
い
と
こ
か
ら
相
続
し
た
三
0
万
ユ
ー
ロ
が
相
続
財
産
で
あ
り
、
娘
の
他
に
、
妻
と
二
人
の
子
が
法
定
相
続
人
で
あ
っ
た
。
法

定
相
続
の
原
則
的
事
例
に
お
い
て
は
、
配
偶
者
が
二
分
の
一
(
-
五
万
ユ
ー
ロ
）
を
相
続
し
、
子
は
そ
れ
ぞ
れ
六
分
の
一
（
五
万
ユ
ー
ロ
）
を
相
続
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
裁
判
官
が
裁
量
に
よ
っ
て
娘
へ
の
学
費
が
被
相
続
人
の
財
産
関
係
を
三
万
ユ
ー
ロ
逸
脱
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は

(
B
G
B
 2
0
5
0
 A
b
s
.
 2
)

、
ま
ず
遺
産
の
総
額
か
ら
配
偶
者
の
相
続
分
が
差
し
引
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
が
清
算
に
関
与
し
な
い
か
ら
で
あ

る

(
B
G
B
2
0
5
5
 A
b
s
.
 1
)

。
残
る
一
五
万
ユ
ー
ロ
に
清
算
さ
れ
る
べ
き
額
（
三
万
ユ
ー
ロ
）
を
算
入
す
る

(
B
G
B
2
0
5
5
 A
b
s
.
 1
)

。
一
五
万
ユ
ー
ロ
十
三

万
ユ
ー
ロ

11
一
八
万
ユ
ー
ロ
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
に
は
1
8
Jj'.:r. 
ー
ロ

x
0
1
1
1
6
迂
ド
ー
ロ
帰
属
す
る
。
被
相
続
人
か
ら
巨
額
の
贈
与
を
得
た
娘

に
つ
い
て
は
、
調
整
さ
れ
る
べ
き
額
が
差
し
引
か
れ
る

(
B
G
B
2
0
5
5
 A
b
s
.
 1
)

。
六
万
ユ
ー
ロ
ー
―
―
―
万
ユ
ー
ロ

11
三
万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
法
定
相
続
は
、

配
偶
者
ー
一
五
万
ユ
ー
ロ
、
娘
ー
三
万
ユ
ー
ロ
、
そ
の
他
の
二
子
ー
そ
れ
ぞ
れ
六
万
ユ
ー
ロ
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
子
の
う
ち
一
人
が
相
続
か
ら
廃
除

さ
れ
た
場
合
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
し
て
算
定
さ
れ
た
相
続
分
の
半
額
の
遺
留
分
額
を
保
持
す
る
(
B
G
B
2
3
1
6
 A
b
s
 1,
 
2
3
0
3
 A
b
s
.
I
)
。
娘
に
つ
い
て
は
、

3
)
j
 .:I.. 
ー
ロ

x
キ
11
1. 5
 
li .1
ー
ロ
で
あ
る
。

L
目
g
e
/
K
u
c
h
i
n
k
e
,
Erbrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
9
1
8
 B
G
B
 
I
 

1
 

0
五
六
条
一
文
か
ら
導
か
れ
る
。

B
G
H
2
.
 1
2
.
 1
9
8
7
,
 
F
a
m
R
Z
 1
9
8
8
,
 
2
8
0
,
 
2
8
1
 ;
 S
o
e
r
g
e
l
/
 

D
i
e
c
k
m
a
n
n
,
 2
3
1
6
,
 

10; M
i
i
n
c
h
K
o
m
m
/
F
r
a
n
k
,
 

L
a
n
g
e
/
K
u
c
h
i
n
k
e
,
 
Erbrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
9
4
6
 

M
a
r
i
o
n
 Trulsen, 
Pflichtteilsrecht u
n
d
 e
n
g
l
i
s
c
h
e
 f
a
m
i
l
y
 p
r
o
v
i
s
i
o
n
 
i
m
 Vergleich, 
2
0
0
4
,
 
s. 
1
6
5
.
 f. 

わ
が
国
で
も
既
に
内
田
教
授
に
よ
っ
て
こ
の

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
判
例
法
が
行
わ
れ
る
法
体
系
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
仕
事
は
、
法
典
を
主
と
す
る
法
体
系
に
お
け
る
よ
り
も
、

比
較
的
複
雑
か
つ
困
難
で
あ
る
と
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
裁
判
官
は
、
先
例
の
中
か
ら
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
規
範
（
レ
イ
シ

オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
）
を
ま
ず
探
り
出
し
、
そ
の
後
で
こ
れ
を
具
体
的
事
案
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、
「
判
例
法
主
義
を
採
る
法
体
系
に
お
け

る
裁
判
官
の
仕
事
の
二
重
性
」
と
分
析
さ
れ
る
。
内
田
力
蔵
「
イ
ギ
リ
ス
判
例
法
に
於
け
る
法
規
範
確
定
の
困
難
に
つ
い
て
」
(
-
九
四
一
年
）
『
イ
ギ
リ

ス
法
入
門
』
一
四
頁

S
t
e
p
h
a
n
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3
1
6
,
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Trulsen, 
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）
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s. 
5
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力
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g
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が
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め
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る
と
い
う
。

(149) 

(150) 

(151) 

(152) 

(153) 

(154) 

(155) 

(156) 

(157) 

1
2
9
7
 

1
2
9
7
 

1
3
6
4
 

一
八
七

B
d
.
 3
.
 1
9
8
2
,
 Gro~britannien, 
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裁
判
官
に
は
、
洞
察
力
B
e
o
b
a
c
h
t
u
n
g
s
g
a
b
e
、
人
情
を
解
す
る
能
力
M
e
n
s
c
h
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n
k
e
n
n
t
n
i
s
、
判
断

K
o
n
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 Z
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e
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e
t
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Aufl. Ti.ibingen 1
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7
7
 

H
o
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o
m
m
o
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e
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a
t
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(
1
9
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-
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e
 o
f
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o
m
m
o
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e
b
a
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-
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M
u
r
a
d
 F
e
r
i
d
/
K
包
Firsching/Heinrich
D
o
m
e
r
/
R
a
i
n
e
r
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a
u
s
m
a
n
n
,
 
lntemationales Erbrecht, 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
1
6
6
 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
1
6
7
 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
1
6
3
.
 
ff. 

Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
1
6
7
.
 

も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
法
と
は
別
の
点
で
、
裁
判
官
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

(Trulsen,
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
1
6
5
.
)

。

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
額
算
定
に
お
い
て
、
遣
産
の
価
値
は
、
お
お
よ
そ
の
額
を
算
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
正
確
に
算
定
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
特
に
不
動
産
お
よ
び
そ
の
従
物
の
算
定
は
よ
り
困
難
で
あ
る
。
ま
た
裁
判
官
は
、
相
続
開
始
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
算
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
ニ

三
―
一
条
）
。
複
雑
な
算
定
方
法
の
問
題
は
、
遺
留
分
補
充
請
求
の
枠
内
で
も
生
じ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁

判
官
が
常
に
算
定
に
お
け
る
困
難
な
問
題
に
直
面
す
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
通
常
の
場
合
、
遺
産
価
値
の
算
定
は
イ
ギ
リ
ス
法
よ
り

も
容
易
に
行
わ
れ
う
る
と
さ
れ
る
。

Trulsen, 
Pt1ichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s. 
1
7
0
.
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R. 1
0
3
7
 (
1
0
3
8
)
 
:
 I
 

O
 0
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ン
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p. 2
1
5

そ
こ
で
は
、
農
業
労
働
者
に
と
っ
て
「
相
当
な
供
与
」
が
、
富
裕
層
の
未
亡
人
に
と
っ
て
は
不

相
当
で
あ
る
と
す
る
判
例
、
死
者
が
請
求
者
に
車
や
家
を
購
入
す
る
な
ど
し
て
示
し
た
生
前
の
寛
容
さ
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
判
例
な
ど
が
引
き
合
い

に
出
さ
れ
て
い
る
。

H
o
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s
e
 o
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o
m
m
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n
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

(180) 

一
八
九

物
の
洗
濯
」
を
な
く
す
こ
と
が
、
ま
さ
に
現
代
家
族
法
の
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
相
続
法
に
お
い
て
、
必
要
性
や
被
相
続
人
と
の
人

間
関
係
の
よ
う
な
基
準
を
設
け
る
と
、
裁
判
上
、
非
常
に
困
難
と
な
る
点
を
指
摘
す
る
。
ド
イ
ツ
で
は
遺
留
分
剥
奪
お
よ
び
そ
の
取
消
し
、
善
意
に
よ

る
遺
留
分
の
制
限
な
ど
の
例
外
的
場
合
に
の
み
、
当
事
者
の
人
格
的
問
題
が
検
討
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

z
u
m
4
9
.
 

H
e
l
m
u
t
 
C
o
i
n
g
:
 
E
m
p
f
i
e
h
l
t
 
es 
sich, 
d
a
s
 
gesetzliche 
E
r
b
r
e
c
h
t
 
u
n
d
 
Pflichtteilsrecht 
n
e
u
 
z
u
 
regeln?, 
G
u
t
a
c
h
t
e
n
 

Juristentag, 
B
a
n
d
 I
,
 
Teil A
 47, 
1
9
7
2
;
 
M
a
r
t
i
n
y
,
 
a. 
a. 
0., 
88, 
Trulsen, 
Pflichtteilsrecht, 
a. 
a. 
0., 
s
.
1
7
1
;
 
R
a
i
n
e
r
 S
c
h
r
o
d
e
r
,
 
Pflichtteilsrecht, 

D
N
o
t
Z
,
 
2
0
0
1
,
 
s. 
4
7
0
 f. 

m茜
目
大
今
云
に
お
い
て
コ
ー
イ
ン
グ
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遣
留
分
権
を
必
要
性
に
依
拠
さ
せ
る
な
ら
ば
、

個
別
の
事
例
に
お
け
る
必
要
性
を
裁
判
所
に
お
い
て
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
必
然
的
に
法
的
紛
争
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
遺
産
分
割

は
、
家
族
に
と
っ
て
相
当
な
負
担
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
行
に
長
時
間
を
要
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
の
規
律
は
、
遺
産
の
分
割
が

で
き
る
だ
け
早
く
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
機
械
的
で
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
機
能
す
る
と
い
う
点
は
、
現
行
法
の
長
所
で
あ
る
。
シ
ュ

レ
ー
ダ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
法
が
も
た
ら
す
具
体
的
に
不
当
な
結
論
を
回
避
す
る
た
め
、
形
式
的
持
分
準
則
（
法
定
相
続
分
の
価
値
の
二
分
の
一
！
）

の
代
わ
り
に
、
必
要
性
や
人
間
関
係
な
ど
の
実
質
的
基
準
を
導
入
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
、
法
的
紛
争
を
多
数
導
く
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
相
続

法
に
お
い
て
、
必
要
性
お
よ
び
（
ま
た
は
）
被
相
続
人
と
の
人
間
的
近
接
性
の
よ
う
な
基
準
は
、
裁
判
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
。

(
1
8
1
)
I
呂
eritance

(Provision 
for 
F
a
m
i
l
y
 a
n
d
 D
e
p
e
n
d
a
n
t
s
)
 
A
c
t
 1
9
7
5
 s. 
6

「
…
却
処
判
口
所
は
、
太
T
条
に
基
づ
く
苧
雨
や
小
に
よ
り
、
原
命
叩
令
を
変
更
し
ま
た
は

取
り
消
し
、
若
し
く
は
原
命
令
に
よ
る
供
与
を
一
時
的
に
停
止
す
る
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
し
て
停
止
し
た
供
与
の
履
行
を
再
開
す
る
こ
と
を
命
じ
る

権
限
を
有
す
る
」

(182) 

D
e
u
t
s
c
h
e
n
 

H
o
u
s
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o
m
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,
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a
r
l
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r
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e
b
a
t
e
s
,
 
B
a
n
d
 3
2
8
 
(
1
9
3
7
 /
3
8
)
 
1
3
0
3

「
今
叩
今
下
赤
冬
史
の
華
叩
求
は
、
遣
逗
産
紛
争
J

が
泣
い
着
す
ノ
る
こ
と
が
疑
わ
し
く

な
る
ま
で
続
く
場
合
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
紛
争
は
、
遺
産
破
産
に
よ
っ
て
し
か
解
決
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
発
言
が
象
徴
的

で
あ
る
。

(
1
8
3
)
M
臼
tin
Schopflin, 
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
m
a
.
B
i
g
k
e
i
t
 d
e
s
 Pflichtteilsrechts 
u
n
d
 Pflichtteilsentziehung, 
F
a
m
R
 N
 2
0
0
5
,
 
s. 
2
0
2
5
,
 
2
0
2
7

潰
詰
国
外
盆
憚
以

Jt
の

請
求
基
礎
に
よ
り
裁
判
上
補
償
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
は
阻
止
さ
れ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
雇
用
契
約
、
不
当
利
得
、
委
任
、
組
合
な
ど
に
基
づ
く
諸

請
求
権
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
請
求
は
家
族
関
係
の
多
様
性
に
鑑
み
て
と
り
わ
け
困
難
で
あ
り
、
費
用
の
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
遺

留
分
法
に
よ
る
定
型
化
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

(184)

個
別
具
体
的
に
正
当
な
解
決
は
そ
も
そ
も
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。

S
c
h
r
o
d
e
r
,
a. 
a. 
0. (
A
n
m
.
 1
7
9
)
,
 
s
 46
6
,
 
4
 72
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な
い
。 相

続
法
に
お
け
る
権
利
の
弾
力
性
の
問
題
を
究
明
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
と
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
を
比
較
検
討

し
た
が
、
こ
こ
で
若
干
の
補
足
を
し
て
本
稿
の
締
め
括
り
と
し
た
い
。
相
続
に
お
い
て
個
々
の
家
族
の
状
況
を
具
体
的
に
観
察
し
た
上
で

柔
軟
に
請
求
者
の
範
囲
お
よ
び
請
求
権
の
態
様
、
算
定
方
法
を
決
定
し
、
利
益
を
分
配
す
る
と
い
う
よ
う
に
弾
力
的
な
解
決
を
図
る
イ
ギ

リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
実
質
的
公
平
性
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
何
を
も
っ
て
実
質
的
に
公
平
で
あ
る
と
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
法
は
第
一
に
財
産
的
に
必
要
と
す
る
者
が
相
続
に
お
い
て
優
遇
さ
れ

る
こ
と
を
も
っ
て
実
質
的
に
公
平
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。
し
か
し
判
例
に
お
い
て
、
財
産
的
必
要
性
と
は
、
最
低
生
活
水
準
を
維
持
す

る
と
い
っ
た
厳
格
な
基
準
で
は
な
く
、
請
求
者
に
と
っ
て
相
当
な
生
活
を
保
障
す
る
た
め
と
い
っ
た
曖
昧
な
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

当
事
者
が
あ
え
て
収
入
の
少
な
い
職
業
を
選
択
し
た
場
合
に
は
優
遇
さ
れ
な
い
等
、
自
己
責
任
の
価
値
判
断
が
介
入
す
る
。
ま
た
、
第
一

審
の
判
断
と
第
二
審
の
判
断
が
大
き
く
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
実
に
は
財
産
的
必
要
性
の
基
準
は
、
明
確
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
当
事
者
の
実
質
的
公
平
性
が
実
現
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
疑
わ
し
い
と
い
う
一
面
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
法
の
掲
げ
る
財
産
的
必
要
性
、
請
求
者
に
対
す
る
被
相
続
人
の
義
務
、
遺
産
の
額
お
よ
び
性
質
な
ど
の
基
準

が
、
相
続
に
お
け
る
公
平
性
を
確
保
す
る
に
相
応
し
い
基
準
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
別
の
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

一
方
、
ド
イ
ツ
の
相
続
法
で
は
、
財
産
的
に
必
要
と
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
法
律
上
定
め
ら
れ
た
遺
留
分
権
利
者
で
あ
れ
ば
、

一
律
に
法
定
相
続
分
の
二
分
の
一
の
価
値
を
最
低
限
確
保
で
き
る
こ
と
が
遺
留
分
制
度
の
枠
内
で
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
少
し
の

例
外
規
定
は
存
在
す
る
が
、
画
一
的
な
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
公
平
性
の
問
題
を
、
そ
の
都
度
裁
判
所
に
お
い
て
検
討
す
る

お

わ

り

に

一
九
〇
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相続法における権利の弾力性について(2. 完）（青竹）

一
九

必
要
は
な
い
。
画
一
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
は
近
年
、
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
事
者
の
必
要
性
や

遺
産
の
由
来
を
考
慮
せ
ず
に
法
律
上
遺
留
分
権
利
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
遣
留
分
を
確
保
で
き
る
の
は
、
不
当
な
結
論
を
導
く
と

の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
制
度
は
、
法
的
安
定
性
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
立
法
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
内
在
す
る
こ
と
は
当
初
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
。
請
求
者
の
範
囲
、
算
定
方
法
を
一
律
に
定
め
る
ド
イ
ツ
の
遺

留
分
制
度
に
お
い
て
は
、
個
別
具
体
的
に
妥
当
性
を
図
る
規
律
の
利
点
が
最
初
か
ら
放
棄
さ
れ
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
裁
判
上
の
様
々

な
問
題
が
回
避
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
に
お
い
て
そ
の
都
度
具
体
的
妥
当
性
を
追
及
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
裁
判
結
果
の
予
測
を
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
紛
争
が
長
期
化
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
実
務
の
状
況
を
み
る
と
、
こ
の
こ
と
は
よ
り
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
弾
力
的
な
権
利
を

検
討
す
る
際
に
は
、
こ
の
点
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

最
後
に
、

日
本
法
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
み
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
わ
が
国
の
相
続
法
に
お
い
て
、
法
定
相
続
人
の
地
位
を
有
す
る
遺

留
分
権
利
者
は
法
律
上
一
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
（
民
法
一

0
1
―
八
、
八
八
七
、
八
八
九
、
八
九
0
条
）
、
こ
れ
を
拡
張
す
る
こ
と
は
一

般
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
請
求
権
の
態
様
に
つ
い
て
、
判
例
・
通
説
に
よ
る
と
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
性
質
は
物
権
的
で

(
2
)

（

3
)
 

あ
り
、
価
額
賠
償
の
例
外
(
1
0
四
一
条
）
は
、
限
定
的
に
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
算
定
方
法
も
画
一
的
で
あ
り
(
1
0
二
八
条
）
、

遣
産
分
割
に
お
け
る
公
平
性
を
維
持
す
る
た
め
に
考
慮
さ
れ
る
寄
与
分
は
、
通
説
に
よ
る
と
遺
留
分
額
算
定
の
際
に
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

こ
の
点
で
は
、
ド
イ
ツ
の
遺
留
分
規
定
よ
り
も
一
層
画
一
的
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の

行
使
に
よ
っ
て
取
り
戻
し
た
財
産
の
法
的
性
質
と
共
同
相
続
人
間
で
の
分
割
手
続
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
判
例
の
と
る
訴
訟
説
に

(
5
)
 

よ
る
と
、
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
合
理
的
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
点
で
も
画
一
的
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
の
場
合
と
同
様
、
遺
留
分
が
相
続
人
の
生
活
を
保
障
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
な
ど
、
弾
力
的
な
解

(
6
)
 

決
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
遺
留
分
制
度
に
対
す
る
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
供
与
制
度
と
、
ド
イ
ツ
の
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課
題
と
し
た
い
。

に
着
目
し
つ
つ
研
究
す
る
こ
と
を
今
後
の

遺
留
分
制
度
の
対
置
か
ら
、
相
続
法
に
お
け
る
弾
力
的
解
決
が
必
ず
し
も
十
分
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
弾

力
的
解
決
は
裁
判
官
の
任
務
を
加
重
に
し
、
法
的
安
定
性
を
害
し
、
ま
た
長
期
間
を
要
す
る
際
限
の
な
い
紛
争
を
導
く
可
能
性
が
あ
る
と

い
っ
た
裁
判
上
の
問
題
を
伴
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
相
続
法
に
お
い
て
権
利
の
弾
力
性
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に

よ
っ
て
実
現
す
べ
き
実
質
的
公
平
性
の
基
準
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
掘
り
下

げ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
わ
が
国
の
遣
留
分
法
さ
ら
に
は
相
続
法
に
お
い
て
、
相
続
人
間
の
公
平
性
が
い
か
な
る
観
点
か

ら
、
ど
の
程
度
図
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
遺
産
分
割
基
準
（
民
法
九
〇
六
条
）

(
1
)
最
判
平
成
一
―
―
•
三
•
1
0
民
集
五
四
巻
三
号
一

0
四
0
頁
内
縁
の
夫
の
死
亡
に
際
し
て
、
財
産
分
与
に
関
す
る
規
定
（
七
六
八
条
）
の
類
推
適

用
を
否
定
し
た
。
判
旨
か
ら
は
、
相
続
法
に
お
け
る
画
一
的
処
理
を
要
請
す
る
裁
判
所
の
立
場
が
見
出
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
を
肯
定
す
る
審
判
例

も
あ
る
（
大
阪
家
審
昭
和
五
八
・
三
・
ニ
三
家
月
三
六
、
六
、
五
一
）
。

(
2
)

最
判
昭
五
一
・
八
・
三
0
民
集
―
―
10・

七
・
七
六
八
、
中
川
善
之
助
・
泉
久
雄
『
相
続
法
』
（
第
四
版
）
（
―

1
0
0
0
年
）
六
六
二
頁
な
ど
。
も
っ
と

も
債
権
的
効
力
説
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
禄
弥
『
相
続
法
講
義
』
(
-
九
九
六
年
）
一
七
二
頁
以
下
な
ど
）
。

(
3
)

た
と
え
ば
、
遣
留
分
権
利
者
の
方
で
、
受
遺
者
に
対
し
て
特
定
物
の
現
物
返
還
に
代
え
て
価
額
弁
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
名
古
屋
高
判

平
成
六
・
一
・
ニ
七
判
夕
八
六
0
号
二
五
一
頁
）
。
ま
た
、
受
遺
者
に
お
い
て
遣
留
分
権
利
者
に
対
し
価
額
の
弁
償
を
現
実
に
履
行
し
ま
た
は
価
額
の
弁

償
の
た
め
の
弁
済
の
提
供
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
単
に
価
額
の
弁
償
を
す
べ
き
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
だ
け
で
は
足
り
な
い
（
最
判
昭
和
五
四
・
七
・

1
0
民
集
―
―
一
三
巻
五
号
五
六
―
一
頁
）
。

(
4
)

潮
見
佳
男
『
相
続
法
』
（
第
二
版
）
（
二

0

0
五
年
）
二
五
三
頁
な
ど
0

I
 

0
四
四
条
に
よ
る
九
0
二
条
の
二
の
準
用
が
な
い
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
。

も
っ
と
も
反
対
説
が
あ
る
（
佐
藤
隆
夫
『
現
代
家
族
法
II
相
続
法
』
(
-
九
九
九
年
）
二
六
七
頁
以
下
な
ど
）
。

(
5
)
最
判
平
成
八
•
一
・
ニ
六
民
集
五
0
巻
一
号
一
三
二
号

(
6
)

佐
藤
・
前
掲
書
二
五
九
頁
以
下

一九
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